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唐
末
五
代
前
半
期
の
朝
儀
に
つ
い
て

―
入
閤
・
起
居
・
常
朝
を
中
心
に
―
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は
じ
め
に

筆
者
は
、
唐
代
の
朝
儀
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
考
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
常
朝
と
入
閤
の
概
念
に
つ
い
て
私
見
を
呈
示
し
た①

。
概

論
す
れ
ば
、「
常
朝
」
と
は
百
官
が
毎
日
朝
参
し
、
建
前
の
上
で
は
皇
帝
に
謁
見
す
る
朝
儀
で
あ
る
が
、
実
際
は
毎
日
皇
帝
が
御
殿
に

出
御
す
る
と
は
限
ら
ず
、
中
朝
（
大
明
宮
の
場
合
、
宣
政
殿
）
に
参
じ
て
立
班
し
た
常
参
官
が
「
陛
下
は
お
出
ま
し
に
な
ら
な
い
」
旨
を

宣
ぜ
ら
れ
、
退
朝
す
る
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
を
仮
に
「
宣
不
坐
」
と
呼
ぶ
）②

。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
際
に
皇
帝
が
出
御
す
る
日
（
原
則
二
日
に

一
度
の
奇
数
日
）
に
は
仗
衛
を
内
朝
（
大
明
宮
の
場
合
、
紫
宸
殿
）
に
喚
び
、
そ
れ
に
従
い
常
参
官
が
東
西
上
閤
門
を
入
っ
て
参
上
す
る
の

で
「
喚
仗
入
閤
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
が
「
入
閤
の
儀
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
常
朝
」
と
は
皇
帝
の
出
御
し
な
い
「
宣
不
坐
」
と
皇

帝
に
お
目
に
か
か
れ
る
「
入
閤
」
に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
唐
代
後
半
期
で
は
二
日
に
一
度
の
視
朝
原
則
が
徹
底
さ
れ
ず
、
希
少
性
の

高
い
「
入
閤
」
が
史
書
に
特
記
さ
れ
、特
別
な
儀
礼
の
よ
う
な
印
象
を
後
世
に
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、実
際
の
と
こ
ろ
「
入
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閤
」
は
常
朝
の
一
種
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
場
は
大
明
宮
紫
宸
殿
で
あ
っ
た
。

以
上
の
推
論
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
北
宋
で
意
味
不
詳
と
な
っ
た
盛
儀
「
入
閤
の
儀
」
の
真
相
と
、
唐
代
宮
城
の
朝
儀
に
お
け
る
殿
宇

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
仮
説
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る③

。
そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
拙
論
に
対
す
る
反
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い④

。
そ
こ
で
、

筆
者
は
前
述
の
仮
説
に
基
づ
い
て
、
五
代
中
原
王
朝
の
朝
儀
制
度
、
と
り
わ
け
常
朝
と
起
居
・
入
閤
の
儀
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
陳
戍
国
・
杜
文
玉
・
耿
元
驪
各
氏
が
す
で
に
考
察
さ
れ
て
い
る
が⑤

、
唐
制
と
の
関
連
・
継
承
に
つ
い
て
筆
者
の
仮

説
を
導
入
す
れ
ば
、
ま
だ
論
じ
る
余
地
が
あ
る
と
思
量
し
た
次
第
で
あ
る
。
考
察
の
下
限
を
五
代
前
半
期
と
し
た
の
は
、
副
題
に
あ
る

入
閤
・
起
居
の
制
が
後
唐
に
お
い
て
基
本
的
に
確
立
し
、
北
宋
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
誌
面
の
都

合
で
朝
参
・
朝
儀
の
制
度
を
と
り
あ
げ
、
皇
帝
と
臣
僚
間
の
諮
問
・
上
奏
の
制
す
な
わ
ち
聴
政
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

表
一
が
五
代
の
洛
陽
・
開
封
・
鄴
都
の
宮
殿
名
の
沿
革
表
（
参
考
図
一
・
二
）、
表
二
が
唐
末
か
ら
五
代
の
朝
儀
制
度
の
変
遷
年
表
、
表

三
が
同
じ
く
唐
末
か
ら
五
代
の
朝
儀
の
実
践
例
の
う
ち
、
挙
行
し
た
殿
宇
が
判
明
し
た
も
の
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

引
用
史
料
に
つ
い
て
は
原
注
を
（
）
に
入
れ
、
筆
者
注
を
〈
〉
に
す
る
。
ま
た
明
版
『
冊
府
元
亀
』
の
避
諱
に
よ
る
嘗
は
常
に
あ
ら
た

め
た
。

一
、
唐
末
の
朝
儀

天
祐
元
年
（
九
〇
四
）、
覇
者
朱
全
忠
は
昭
宗
を
洛
陽
に
拉
致
し
て
長
安
を
破
壊
、
遂
に
は
弑
逆
に
及
ん
だ
。
唐
朝
最
後
の
皇
帝
哀
帝

は
、
翌
天
祐
二
年
（
九
〇
五
）
五
月
四
日
に
洛
陽
宮
の
殿
・
門
の
名
称
を
変
え
、
朝
儀
の
中
心
と
な
る
正
殿
宣
政
殿
（
旧
武
成
殿
）
を
貞

観
殿
と
改
名
し
た
（
表
一
―
三
、
図
一
）。
こ
の
時
期
の
朝
儀
の
状
況
に
つ
い
て
『
旧
唐
書
』
巻
二
〇
下
、
哀
帝
紀
（
表
二
―
一
）
に
関
連
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記
事
が
見
え
る
。

戊
午
。
敕
す
。
東
上
閤
門
・
西
上
閤
門
、
比
ご
ろ
常
の
出
入
、
東
上
を
以
て
先
と
爲
す
。
大
忌
進
名
な
れ
ば
、
卽
ち
西
上
閤
門

便
と
爲
す
。
比
ご
ろ
閹
官
權
を
擅
に
す
る
に
因
り
、
乃
ち
陰
陽
を
以
て
位
を
取
る
。
南
面
を
思
わ
ず
、
但
だ
西
門
を
啓
く
。
邇

來
相
承
け
、
未
だ
更
改
を
議
せ
ず
。
其
の
稱
謂
を
詳
に
す
る
に
、
舊
規
に
爽
う
に
似
た
り
。
今
年
五
月
一
日
よ
り
後
、
常
朝
の

出
入
、
東
上
閤
門
を
取
れ
。
或
い
は
奉
慰
に
遇
は
ば
、
卽
ち
西
上
閤
門
を
開
け
。
永
く
定
制
と
爲
せ
。
所
司
に
付
せ
と
。

と
あ
り
、
常
朝
（
入
閤
）
が
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
閤
門
に
入
る
日
が
入
閤
日
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
年
十
二
月
十
七
日
に
は
次
の
勅
が
出
さ
れ
、
常
朝
の
制
は
改
変
さ
れ
て
し
ま
う
（
表
二
―
四
）⑥

。

辛
丑
。
敕
す
。
漢
の
宣
帝
中
興
し
、
五
日
に
一
た
び
朝
を
聽
く
。
歷
代
の
通
規
、
永
く
常
式
爲
り
。
近
代
舊
儀
に
循
わ
ず
、
輒

ち
制
度
を
隳
し
、
姦
邪
の
計
を
得
、
臨
視
の
常
を
失
う
を
致
す
。
須
く
舊
規
を
守
り
、
以
て
定
制
に
循
う
べ
し
。
宜
し
く
毎
月

只
だ
一
・
五
・
九
日
延
英
を
開
き
、
計
九
度
を
許
す
。
其
の
入
閤
の
日
、
仍
っ
て
延
英
の
日
に
於
い
て
、
一
度
指
揮
す
。
如
し
大

段
の
公
事
有
ら
ば
、
中
書
門
下
牓
子
を
具
し
、
延
英
を
開
か
ん
こ
と
を
奏
請
せ
よ
。
日
数
を
計
ら
ず
。
所
司
に
付
せ
と
。
又
敕

す
。
宮
嬪
女
職
、
本
と
内
任
に
備
う
。
近
年
已
来
、
稍
や
儀
制
を
失
う
。
宮
人
内
を
出
て
命
を
宣
し
、
寀
御
視
朝
に
參
随
す
る

は
、
乃
ち
舊
規
を
失
う
。
須
く
永
制
を
爲
る
べ
し
。
今
後
、
延
英
坐
朝
の
日
に
遇
う
毎
に
、
只
だ
小
黄
門
を
令
て
祗
候
引
從
せ

し
め
よ
。
宮
人
擅
に
内
門
を
出
る
を
得
ず
。
庶
わ
く
は
典
儀
に
循
り
、
紛
雑
に
至
る
を
免
れ
ん
こ
と
を
と
。
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す
な
わ
ち
、
聴
政
を
毎
月
九
回
の
延
英
殿
に
限
定
し
、
入
閤
の
朝
儀
は
そ
の
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る⑦

。
こ

れ
は
明
ら
か
に
朝
会
儀
礼
及
び
聴
政
の
制
限
で
あ
り
、
朱
全
忠
が
唐
朝
廷
の
君
臣
に
対
し
て
行
っ
た
威
嚇
で
あ
ろ
う⑧

。
一
・
五
・
九
の
開

延
英
で
あ
る
が
、
そ
の
周
期
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　　
1
│
2
│
3
│
4
│
5
│
6
│
7
│
8
│
9
│
10

　
①
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　

　
11
│
12
│
13
│
14
│
15
│
16
│
17
│
18
│
19
│
20

　
④
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　

　
21
│
22
│
23
│
24
│
25
│
26
│
27
│
28
│
29
│
30

　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
⑨

漢
の
宣
帝
の
故
事
を
引
い
て
い
る
「
五
日
に
一
度
」
と
は
、
当
日
を
起
点
に
し
て
中
三
日
を
挟
ん
で
五
日
目
に
挙
行
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
が
、
③
―
④
・
⑥
―
⑦
・
⑨
―
①
の
部
分
で
は
中
一
日
し
か
空
い
て
な
く
、
満
遍
な
く
五
日
に
一
度
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

『
唐
令
拾
遺
補
』
に
よ
る
補
訂
儀
制
令
五
に
は
、

諸
そ
在
京
文
・
武
官
、
職
事
九
品
以
上
、
朔
・
望
日
朝
す
。
其
の
文
官
五
品
以
上
、
及
び
供
奉
官
・
員
外
郎
・
監
察
御
史
・
太

常
博
士
、
毎
日
參
ず
。
武
官
五
品
以
上
、
仍
っ
て
毎
月
五
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
・
二
十
五
日
參
ず
。
三
品
以
上
、
九
日
・

十
九
日
・
二
十
九
日
、
又
參
ず
。



唐末五代前半期の朝儀についてー入閣・起居・常朝を中心にー　松本保宣

5

と
あ
り
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る⑨

。

    　
┐
①
文
官
五
品
以
上
・
供
奉
官
・
員
外
郎
・
監
察
御
史
・
太
常
博
士
…
毎
日

    

┬
②
武
官
三
品
以
上
…
朔
・
望
＋
五
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
・
二
十
五
日
＋
九
日
・
十
九
日
・
二
十
九
日

    

－
　
　
　
　
　
　
　
↓
月
九
日
＝
九
参
官

    

┬
③
武
官
五
品
以
上
…
朔
・
望
＋
五
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
・
二
十
五
日

    

－
　
　
　
　
　
　
　
↓
月
六
日
＝
六
参
官

    

┌
④
在
京
文
武
職
事
九
品
以
上
…
朔
・
望
↓
月
二
日

つ
ま
り
、
唐
令
の
②
武
官
三
品
以
上
の
周
期
と
一
致
す
る
。
朱
全
忠
の
改
制
は
恐
ら
く
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
唐
代
前
半

期
に
お
い
て
も
五
日
に
一
度
視
朝
が
制
度
化
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
全
く
根
拠
の
無
い
制
度
で
は
な
い⑩

。

次
に
天
祐
三
年
（
九
〇
六
）
六
月
二
十
日
に
は
、
次
の
勅
が
出
さ
れ
た
（
表
二
―
五
）⑪

。

壬
寅
。
敕
す
。
文
武
百
僚
、毎
月
一
度
、貞
觀
殿
に
入
閤
す
。
貞
觀
は
大
殿
に
し
て
、朝
廷
の
正
衙
な
り
。
正
至
の
辰
に
遇
は
ば
、

羣
臣
の
朝
賀
を
受
く
。
比
来
、
視
朝
す
る
に
、
未
だ
規
儀
を
正
さ
ず
。
今
後
、
崇
勲
殿
に
於
い
て
入
閤
せ
ん
。
所
司
に
付
せ
と
。

毎
月
一
度
の
入
閤
を
行
っ
て
い
た
貞
観
殿
を
、
正
衙
の
殿
で
あ
り
元
旦
・
冬
至
の
大
朝
会
を
挙
行
す
る
場
で
あ
る
と
し
て
、
崇
勲
殿
に

て
入
閤
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
。
貞
観
殿
は
旧
武
成
殿
で
あ
り
（
表
一
・
図
一
）、
唐
代
前
半
期
で
は
内
朝
の
朝
会
（
つ
ま
り
入
閤
）
を
行
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う
殿
宇
で
あ
っ
た⑫

。
一
方
の
崇
勲
殿
は
貞
観
殿
の
背
後
に
あ
る
殿
宇
で
あ
る⑬

。
大
朝
会
の
正
衙
と
入
閤
の
内
殿
の
セ
ッ
ト
は
、
長
安
大

明
宮
の
宣
政
殿
―
紫
宸
殿
に
相
似
し
唐
制
に
忠
実
で
あ
る
が
、
問
題
は
貞
観
殿
が
中
軸
線
か
ら
西
に
偏
し
た
脇
殿
で
、
元
来
は
入
閤
の

御
殿
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
唐
代
盛
期
の
制
か
ら
す
る
と
、
宮
城
の
規
模
が
縮
小
し
、
中
軸
線
が
西
に
ず
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
鈴
木
亘
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
来
の
正
殿
含
元
殿
（
旧
乾
元
殿
、
表
一
・
図
一
）
が
則
天
武
后
に
よ
っ
て
明
堂
に
さ
れ
た

影
響
か⑭

、
或
い
は
、
安
史
の
乱
以
来
衰
微
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宮
城
中
軸
線
の
西
方
に
も
う
ひ
と
つ

の
軸
線
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る⑮

。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
天
祐
二
年
十
二
月
十
七
日
の
改
制
に
よ
る
延
英
殿
で
あ
る
が
、
元
来
延
英
殿
と
は
宰
相
以
下
の
少
数
の
官
人
が
皇

帝
と
議
政
す
る
密
室
の
聴
政
で
あ
り
、
そ
う
な
る
と
百
官
が
朝
参
す
る
の
は
入
閤
の
時
だ
け
月
一
回
の
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
表
二

―
六
に
よ
る
と
、

全
忠
奏
す
。
文
武
兩
班
、
一
・
五
・
九
の
朝
日
。
元
帥
府
廊
飧
を
排
比
せ
ん
と
。
敕
し
て
曰
く
、
百
官
入
朝
し
、
兩
廊
に
食
を
賜

う
。
遷
都
の
後
、
有
司
官
供
を
闕
く
。
元
帥
梁
王
大
綱
を
整
え
ん
と
欲
し
、
復
た
故
事
を
行
う
。
其
の
班
列
を
俾
け
、
益
す
優

隆
を
認
め
し
む
。
宜
し
く
詔
を
賜
い
獎
飾
す
べ
し
と
。

と
あ
り
、
先
の
一
・
五
・
九
の
日
を
「
朝
日
」「
百
官
入
朝
」
と
称
し
て
お
り
、
宮
殿
の
廊
下
で
食
事
を
賜
る
こ
と
（
廊
下
食
或
い
は
廊
下
餐

と
い
う⑯
）
を
提
議
し
て
い
る
。
つ
ま
り
延
英
の
日
も
百
官
は
朝
参
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
皇
帝
に
見
え
て
い
た

な
ら
入
閤
と
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
、恐
ら
く
延
英
日
は
、百
官
は
朝
参
す
る
だ
け
で
退
朝
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、前
述
し
た
「
宣
不
坐
」

に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
、
宰
相
は
別
行
動
を
取
り
、
延
英
殿
に
進
入
し
て
哀
帝
に
謁
見
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
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て
月
九
日
の
う
ち
一
度
は
朝
参
し
た
百
官
を
崇
勲
殿
に
喚
び
、
閲
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
仍
っ
て
延
英
日
に
お
い
て
、
一
度

指
揮
」
の
内
容
で
あ
る
。
唐
代
盛
期
の
制
度
と
の
違
い
は
、
原
則
二
日
に
一
度
の
入
閤
が
、
月
一
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

同
様
に
、
往
事
の
毎
日
朝
参
―
宣
不
坐
―
退
朝
が
月
九
回
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
日
は
百
官
の
朝
参
が
一
切
無
か
っ
た
か
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
皇
帝
に
直
接
見
え
る
こ
と
の
な
い
「
宣
不
坐
」
朝
参
が
、
朱
全
忠
に
と
っ
て
と
り
た
て
て
都
合
の
悪
い
事
で

は
な
い
の
で
、
或
い
は
継
続
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

二
、
後
梁
の
朝
儀

朱
全
忠
は
汴
州
を
本
拠
地
と
し
、
後
梁
建
国
後
（
九
〇
七
年
）
同
地
を
開
封
府
と
改
め
東
都
と
し
、
洛
陽
を
西
都
と
し
た
。
開
封
は

唐
時
代
の
宣
武
軍
節
度
使
で
あ
っ
た
が
、
殿
・
門
額
を
命
名
し
て
宮
城
の
体
裁
を
整
え
た
。『
冊
府
元
亀
』
巻
一
九
六
、
閏
位
部
、
建

都
（
表
一
―
五
）
に
、

梁
太
祖
開
平
元
年
四
月
。
唐
の
禪
を
受
け
、
汴
に
都
す
。
詔
し
て
曰
く
〈
中
略
〉
宜
し
く
汴
州
を
升
し
て
開
封
府
と
爲
し
、
名

を
建
て
東
都
と
す
べ
し
。
其
の
東
都
、
改
め
て
西
都
と
爲
す
。
仍
っ
て
京
兆
府
を
廢
し
て
雍
州
刺
史
、
佐
國
軍
節
度
使
と
爲
す
。

是
の
月
、
宮
殿
門
、
及
び
都
門
の
名
額
を
制
す
。
正
殿
を
崇
元
殿
と
爲
す
。
東
殿
を
玄
徳
殿
と
爲
す
。
内
殿
を
金
祥
殿
と
爲
す
。

萬
歳
堂
を
萬
歳
殿
と
爲
す
。
門
は
殿
名
の
如
く
せ
よ
と
。

と
あ
り
、
殿
宇
の
詳
細
な
配
置
は
不
明
な
が
ら
、
概
ね
以
下
の
構
造
が
推
定
さ
れ
る
。
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┐
正
殿
（
崇
元
殿
）
│
内
殿
（
金
祥
殿
）

　
　
┬
東
殿
（
玄
徳
殿
）

　
　
┌
寝
殿
？⑰
（
万
歳
殿
）

す
な
わ
ち
、
正
殿
で
あ
る
崇
元
殿
と
略
式
な
内
殿
金
祥
殿
の
組
み
合
わ
せ
と
、
崇
元
殿
と
玄
徳
殿
の
東
西
並
列
制
で
あ
り
、
唐
末
の
洛

陽
宮
の
構
造
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る⑱

。
　

ま
た
、
朱
全
忠
は
即
位
を
内
殿
の
金
祥
殿
で
行
っ
て
お
り
（
表
三
―
二
）、
表
三
を
見
る
と
、
元
日
朝
賀
も
同
殿
で
挙
行
し
、
東
上
閤

門
拝
表
と
い
う
略
儀
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
後
梁
一
代
を
通
じ
て
開
封
の
宮
殿
は
そ
れ
ほ
ど
活
発
に
使
わ
れ
た
形
跡
が
な
い⑲

。

同
年
十
月
に
は
、
朝
儀
の
制
度
が
決
せ
ら
れ
た
。『
冊
府
元
亀
』
巻
一
九
七
、
閏
位
部
、
朝
会
に
（
表
二
―
九
）、

御
史
司
憲
薛
廷
珪
奏
請
す
。
文
武
百
官
、
舊
に
仍
っ
て
朝
參
せ
ん
と
。
是
に
先
ん
じ
て
、
帝
北
虜
を
親
征
せ
ん
と
欲
す
。
朝
臣

に
命
じ
て
先
に
雒
都
に
赴
か
し
む
。
是
に
至
り
、
其
の
期
を
緩
め
、
乃
ち
奏
す
る
所
を
允
す
。
宰
臣
請
う
、
毎
月
初
め
入
閣
し
、

望
日
延
英
に
て
聽
政
し
、
永
く
常
式
と
爲
さ
ん
こ
と
を
と
。

と
あ
り
、
朔
・
望
の
月
二
回
に
各
々
「
入
閤
」・「
延
英
」
の
名
目
が
つ
け
ら
れ
た
。

他
方
、
帝
都
と
し
て
の
洛
陽
の
地
位
は
依
然
と
し
て
保
持
さ
れ
、
朱
全
忠
の
意
中
も
洛
陽
遷
都
に
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

る⑳

。
彼
は
開
平
三
年(

九
〇
九)

正
月
に
洛
陽
に
て
郊
祀
を
行
い㉑

、翌
四
年
の
元
旦
に
は
、朝
元
殿
で
礼
楽
を
揃
え
大
朝
会
を
行
っ
た
（
表

三
―
一
五
）。
こ
れ
以
前
に
洛
陽
の
正
殿
名
を
変
え
、
貞
観
殿
を
文
明
殿
、
含
元
殿
を
朝
元
殿
と
し
て
い
た
が
（
表
一
―
六
）、
そ
も
そ
も
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朝
元
殿
（
旧
含
元
殿
）
と
は
、
隋
唐
の
洛
陽
宮
の
中
軸
線
上
の
正
衙
で
あ
り
、
か
つ
て
武
則
天
の
明
堂
が
築
か
れ
た
由
緒
あ
る
場
で
あ
っ

た
（
図
一
）。
こ
の
後
、
冬
至
の
大
朝
会
を
朝
元
殿
で
行
い
、
月
旦
の
入
閤
の
儀
を
文
明
殿
で
行
う
事
例
が
見
え
（
表
三
―
一
六
・
一
七
）、

明
ら
か
に
開
封
府
よ
り
も
朝
儀
は
整
備
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
入
閤
の
儀
が
文
明
殿
（
唐
末
の
貞
観
殿
）
で
挙
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
唐
末
で
は

入
閤
の
儀
は
正
衙
貞
観
殿
で
は
な
く
崇
勲
殿
で
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
毎
月
一
回
月
旦
に
正
衙
で
挙
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か

も
荘
重
な
儀
式
の
如
き
位
置
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
張
洎
・
欧
陽
脩
ら
宋
人
が
批
判
す
る
、
入
閤
を
盛
儀
と
み
な
す
認
識

は㉒

、
こ
の
後
梁
の
制
に
兆
す
と
い
っ
て
よ
い
。

次
に
、
朔
日
入
閤
・
望
日
延
英
が
後
梁
の
朝
儀
全
て
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
表
二
―
一
〇
の
記
載
史
料
を
見
る
と
、

梁
の
韓
建
、
太
保
・
門
下
侍
郎
平
章
事
爲
り
。
開
平
三
年
六
月
。
大マ
マ

祖
、
建
及
び
薛
貽
矩
を
以
て
、
毎
に
案
前
に
於
い
て
敷
奏

す
る
所
有
り
、
頗
る
事
機
に
協
い
、
深
く
奬
毅
を
加
う
。
各
の
繒
帛
を
以
て
之
に
錫
う
。
三
年
、
宣
旨
す
。
太
保
韓
建
、
毎
月

旦
・
十
五
日
の
入
閣
稱
賀
な
れ
ば
、
侖
ち
朝
に
赴
か
令
む
。
餘
時
、
入
る
を
用
い
ず
と
。
優
禮
を
示
す
な
り
。

と
あ
り
、
大
臣
に
対
す
る
特
例
と
し
て
朔
望
の
入
閤
以
外
は
朝
参
を
免
じ
て
い
る
。
望
日
も
入
閤
と
称
し
て
い
る
の
で
、
延
英
殿
と

い
う
名
称
は
有
名
無
実
化
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
余
時
入
る
を
用
い
ず
」
と
は
、
召
対
な
ど
の
聴
政
で
の
謁
見
を
免
除

す
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、「
優
礼
」
と
い
う
か
ら
に
は
朝
参
の
免
除
の
方
が
妥
当
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
表
三
―

一
〇
・
一
一
・
一
二
で
あ
る
が
、
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八
月
甲
午
。
勅
す
。
朕
干
戈
尚
お
熾
に
し
て
、
華
夏
未
だ
寧
か
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
宜
し
く
卑
菲
の
言
に
循
い
、
用
て
雍
熈
の

化
を
致
す
べ
し
。
八
月
一
日
起
り
、
常
朝
は
、
金
鑾
・
崇
勳
兩
殿
に
御
せ
ず
。
只
だ
便
殿
に
於
い
て
聽
政
せ
ん
と
。

と
あ
っ
て
、
八
月
一
日
以
降
「
常
朝
は
金
鑾
・
崇
勲
兩
殿
に
御
せ
ず
」
と
言
明
し
て
お
り
、
当
然
そ
れ
以
前
は
御
し
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
金
鑾
・
崇
勲
の
内
殿
の
常
朝
が
復
活
し
て
い
た㉓

。
つ
ま
り
、
正
至
朝
賀
（
朝
元
殿
・
文
明
殿
）＜

朔
望
入
閤
（
文
明
殿
）＜

常
朝
（
金

鑾
・
崇
勲
殿
）
の
等
差
が
生
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
二
―
一
五
に
、

梁
の
貞
明
中
。
中
書
門
下
奏
す
。
文
武
常
參
官
、
今
月
日
よ
り
、
三
日
の
常
朝
を
連
ね
訖
る
。
先
の
宣
旨
に
准
じ
る
に
、
三
日

後
毎
に
、
一
日
の
朝
參
を
放
つ
は
、
右
臣
等
商
量
す
る
に
、
望
ら
く
は
進
止
に
准
じ
今
月
日
朝
參
を
放
ち
、
以
て
便
ち
宣
行
い

て
訖
ら
ん
こ
と
を
と
。

と
あ
り
、
三
日
常
朝
す
る
ご
と
に
一
日
朝
参
を
免
じ
る
規
定
が
さ
れ
て
お
り
、
ど
う
や
ら
後
梁
に
お
い
て
も
毎
日
朝
参
が
実
行
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る㉔

。
た
だ
し
、
ど
の
程
度
の
頻
度
で
崇
勲
殿
等
の
内
殿
で
臣
僚
に
閲
見
し
て
い
た
か
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
常
朝
で
内
殿
に
出
御
し
て
群
臣
を
閲
見
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
唐
制
に
よ
り
近
い
制
度
と
い
え
よ
う
。

後
梁
の
制
で
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
の
常
朝
と
は
区
別
さ
れ
朔
日
入
閤
が
特
別
な
儀
礼
と
し
て
前
殿
で
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
表
二
―
一
四
記
載
史
料
に
、

乾
化
元
年
九
月
辛
巳
朔
。
帝
文
明
殿
に
御
し
、
群
臣
入
閣
す
。
刑
法
・
待
制
官
、
各
の
奏
事
す
。
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と
あ
り
、
刑
法
官
・
待
制
官
は
唐
朝
の
儀
制
で
あ
り㉕

、
伝
統
的
旧
儀
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
制
度
変
遷
の
因
由
は
詳
ら
か
に
し
難
い
。
或
い
は
、
唐
末
に
朝
廷
へ
の
圧
迫
と
し
て
入
閤
の
制
限
を
施
し
た
結
果
、
入
閤

の
希
少
性
が
高
ま
り
、
同
時
に
文
明
殿
背
後
の
崇
勲
殿
が
政
治
の
場
と
し
て
浮
上
す
る
に
つ
れ
て
、
文
明
殿
の
荘
重
さ
が
増
す
、
と
い

っ
た
両
々
相
ま
っ
た
結
果
が
、
盛
儀
と
し
て
の
前
殿
入
閤
の
出
現
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
後
梁
が

王
朝
の
儀
制
を
整
え
る
過
程
で㉖

、
一
度
否
定
し
た
唐
制
が
従
前
と
は
異
な
る
形
で
復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う㉗

。

三
、
後
唐
の
朝
儀

同
光
元
年
（
九
二
三
）
十
月
、
荘
宗
李
存
勗
は
後
梁
を
開
封
に
滅
ぼ
し
、
十
二
月
、
洛
陽
に
移
駐
し
て
再
び
王
朝
の
首
都
と
し
た
。

表
二
―
一
九
に
、
こ
の
時
期
の
朝
会
を
窺
う
奏
議
が
あ
る
。

後
唐
同
光
元
年
十
二
月
。中
書
門
下
奏
す
。毎
日
の
常
朝
、百
官
皆
拜
す
る
に
、獨
り
兩
省
官
拜
せ
ず
。本
朝
の
故
事
に
准
じ
る
に
、

朝
退
き
廊
下
に
て
食
を
賜
る
。
こ
れ
を
廊
餐
と
謂
う
。
百
官
遂
に
謝
食
拜
有
り
。
唯
だ
兩
省
官
、本
省
に
廚
有
り
て
、廊
餐
に
赴

か
ず
。故
に
拜
せ
ず
。伏
し
て
僖
宗
蜀
に
幸
し
て
迴
る
よ
り
、多
事
の
後
を
以
て
、遂
に
廊
餐
を
廢
す
。百
官
の
拜
儀
、今
に
至
る
ま
で
未
だ
改
め
ず
、將

に
五
十
載
な
ら
ん
と
す
。禮
恐
ら
く
は
停
め
難
し
。唯
だ
兩
省
官
獨
り
尚
お
拜
せ
ず
。豈
に
終
日
朝
に
趨
く
に
、曾
て
一
拜
も
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。獨
り

班
列
に
お
い
て
異
同
す
る
所
有
り
。
言
官
の
若
き
は
是
れ
近
臣
な
り
。
禮
に
於
い
て
尤
も
宜
し
く
肅
謹
な
る
べ
し
。
今
後
起
り
、

逐
日
の
常
朝
、
不
坐
を
宣
す
れ
ば
、
職
事
官
押
班
拜
せ
ざ
る
を
除
く
の
外
、
其
の
兩
省
官
、
東
西
班
と
並
び
に
齊
拜
せ
ん
こ
と

を
と
。
こ
れ
に
從
う
。



立命館東洋史學　第 37號

12

後
唐
は
唐
朝
の
継
承
を
標
榜
し
て
い
た
の
で
、
文
中
の
本
朝
の
故
事
と
は
大
唐
の
制
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
廊
下
食
（
廊
餐
）
の
際
、
両

省
官
の
み
が
自
分
達
の
官
衙
の
食
事
を
取
る
の
で
、
他
の
百
官
と
違
い
謝
恩
の
拝
礼
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
違
和
感
を
抱
き
拝
礼

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
拝
礼
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
「
遂
日
の
常
朝
、
不
坐
を
宣
」
す
る
時
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

宣
不
坐
―
退
朝
の
常
朝
が
常
態
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
梁
経
由
の
制
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
後
唐
の

当
局
者
達
は
こ
れ
に
疑
問
を
感
じ
て
い
な
い
。

同
光
年
間
は
荘
宗
の
驕
逸
ぶ
り
で
知
ら
れ
る
が
、
表
二
―
一
九
〜
二
二
の
如
く
、
朝
儀
の
振
興
と
励
行
は
行
っ
て
お
り
、
表
三
の
如

く
、
そ
の
中
心
は
文
明
殿
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
入
閤
は
朔
日
の
み
な
の
で
、
常
朝
の
宣
不
坐
が
常
態
化
し
て
い
れ
ば
、

実
質
的
に
皇
帝
が
百
官
に
見
え
る
の
は
月
一
度
で
あ
っ
た
。
表
二
―
二
一
・
二
二
の
よ
う
に
入
閤
の
儀
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
唐
制
の

復
元
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
月
一
度
の
盛
儀
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
実
上
唐
制
の
実
態
か
ら
離
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る㉘

。
一
方
、
表
二
―
二
三
に
あ
る
よ
う
に
、
同
光
年
間
に
お
い
て
も
、
朝
参
そ
の
も
の
は
相
変
わ
ら
ず
、
通
常
毎
日

が
原
則
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

荘
宗
が
政
変
に
遭
い
洛
陽
宮
に
て
斃
死
し
た
後
、
李
嗣
源
が
洛
陽
に
乗
り
込
み
即
位
し
た
。
後
唐
の
明
宗
で
あ
る
。
彼
は
謹
直
な
君

主
で
、
表
二
・
三
に
歴
然
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
朝
儀
の
振
興
に
意
を
用
い
た㉙

。
彼
が
即
位
し
て
十
日
余
り
後
に
打
ち
出
し
た
の
が
、

表
二
―
二
四
の
五
日
起
居
の
創
始
で
あ
る
。『
冊
府
元
亀
』
巻
一
〇
八
、
帝
王
部
、
朝
会
二
に
、

〈
天
成
元
年
九
二
六
年
〉
五
月
丁
巳
。
内
よ
り
御
劄
一
封
を
出
し
、
宰
臣
に
賜
い
、
文
武
百
寮
に
曉
示
せ
し
む
。
毎
日
正
衙
常

朝
の
外
、
五
日
に
一
度
、
内
殿
に
赴
き
起
居
せ
よ
。
宰
臣
・
百
官
、
文
明
殿
庭
に
班
し
謝
せ
。
其
の
中
書
、
非
時
急
切
公
事
有

ら
ば
、
延
英
を
開
か
ん
こ
と
を
請
え
。
此
の
限
に
在
ら
ず
。
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と
あ
り
、
正
衙
の
常
朝
の
他
に
五
日
に
一
度
、
内
殿
に
赴
き
起
居
す
る
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
正
衙
・
内
殿
に
つ
い
て
、『
資
治
通
鑑
』

巻
二
七
五
、
天
成
元
年
五
月
の
条
に
、

丁
巳
。
初
め
て
百
官
を
令
て
正
衙
常
朝
の
外
、
五
日
に
一
た
び
内
殿
に
赴
き
起
居
せ
し
む
（
時
に
正
衙
の
常
朝
、
文
明
殿
に
御
す
。

朔
望
も
こ
れ
に
御
す
。
内
殿
と
は
中
興
殿
な
り
）。

と
あ
り
、
胡
三
省
の
注
で
は
、
正
衙
を
文
明
殿
、
内
殿
を
中
興
殿
と
し
て
い
る
。
中
興
殿
と
は
も
と
の
崇
勲
殿
で
あ
る
（
表
一
）㉚

。
起

居
と
は
安
否
を
伺
い
挨
拶
す
る
こ
と
で
あ
り㉛

、
百
官
の
皇
帝
に
対
す
る
謁
見
儀
礼
と
な
っ
た32

。
さ
て
、
五
日
の
周
期
で
あ
る
が
表
三

に
よ
る
と
、
日
付
が
、
一
・
二
・
五
・
七
・
九
・
一
一
（
二
回
）・
一
二
（
二
回
）・
一
八(

二
回)

・
二
一
（
二
回
）・
二
五
・
二
八
・
二
九
で
あ
り
、

網
掛
け
数
字
が
唐
制
の
九
参
官
及
び
唐
末
の
五
日
一
度
の
朝
参
日
で
あ
る
。
唐
制
で
は
避
け
ら
れ
て
い
た
偶
数
日
が
存
在
す
る
の
で
、

唐
制
を
厳
格
に
実
行
し
た
の
で
は
な
く
、
固
定
し
た
サ
イ
ク
ル
は
実
質
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
史
書
の
日
付
は
干
支
の
誤

り
が
多
く
、
こ
こ
で
は
断
定
せ
ず
に
判
断
を
保
留
し
た
い
。

こ
の
五
日
に
一
度
の
起
居
の
礼
に
よ
り
、
百
官
が
皇
帝
に
見
え
る
頻
度
は
増
加
し
た
。
表
三
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
史
書
に
実
行
例
が

記
さ
れ
、
こ
の
後
、
宋
代
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
る
典
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る33

。
耿
元
驪
氏
は
、『
旧
五
代
史
』
巻
四
七
、
唐
書
二
三
、

末
帝
紀
中
、
清
泰
二
年
（
九
三
五
）
秋
七
月
丙
申
の
条
に
、

御
史
中
丞
盧
損
奏
す
、
天
成
二
年
〈
九
二
七
〉
七
月
の
敕
に
準
ず
る
に
、
毎
月
首
、
十
五
日
入
閤
し
、
五
日
起
居
を
罷
む
と
あ

り
。
臣
以
爲
え
ら
く
中
旬
に
排
仗
す
る
は
、
聖
躬
を
勞
す
る
有
り
。
只
だ
月
首
を
以
て
入
閤
し
、
五
日
起
居
は
舊
に
依
ら
ん
こ
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と
を
請
う
と
。

と
あ
る
の
を
以
て
、
天
成
二
年
七
月
に
五
日
起
居
が
廃
止
さ
れ
、『
五
代
会
要
』
巻
五
、
待
制
官
に
、

長
興
二
年
〈
九
三
一
〉
八
月
。
敕
す
。
今
後
、
宰
臣
文
武
百
官
、
五
日
毎
の
内
殿
起
居
、
舊
に
仍
れ
。
其
の
輪
次
轉
對
、
宜
し

く
停
む
べ
し
。
若
し
見
る
所
有
ら
ば
、
非
時
上
表
を
許
す
。
其
の
朔
望
・
入
閤
待
制
・
候
對
、
一
に
舊
規
に
依
れ
。

と
あ
る
の
を
以
て
長
興
二
年
に
復
活
し
た
と
さ
れ
る
が
、
前
者
は
、『
冊
府
元
亀
』
巻
四
七
六
、
台
省
部
、
奏
議
七
に
、

〈
清
泰
二
年
〉
是
年
〈
盧
損
〉
又
上
言
す
。〈
中
略
〉
又
天
成
元
年
七
月
の
勅
に
准
ず
る
に
、
毎
月
十
五
日
に
入
閤
を
加
え
、
五

日
の
起
居
を
罷
む
。
臣
等
以
え
ら
く
、中
旬
の
排
伏
〈
仗
？
〉、聖
躬
を
勞
す
る
有
ら
ん
。
請
う
、只
だ
月
首
を
以
て
入
閤
せ
ん
。

五
日
の
起
居
、
舊
の
如
く
せ
ん
と
。

と
あ
り
、
天
成
元
年
七
月
の
可
能
性
が
あ
り
（
表
二
―
三
一
）、
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
、
十
五
日
に
入
閤
す
る
の
で
、
こ
の
日
の
五
日

起
居
を
や
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
起
居
制
度
自
体
を
廃
止
し
た
も
の
で
は
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
長
興
二
年
に
五
日

起
居
を
復
活
し
、
そ
れ
以
前
は
廃
止
し
て
い
た
か
の
印
象
を
受
け
る
が
、
表
三
に
あ
る
よ
う
に
天
成
二
年
八
月
以
降
も
起
居
を
実
施
し

て
お
り
、
長
興
二
年
三
月
二
十
八
日
の
史
館
の
上
奏
（
表
二
―
六
一
）
に
、



唐末五代前半期の朝儀についてー入閣・起居・常朝を中心にー　松本保宣

15

伏
し
て
舊
例
に
准
ず
る
に
、
國
朝
に
時
政
記
、
幷
に
起
居
注
有
り
。
並
に
合
に
送
館
し
、
以
て
纂
修
に
備
う
べ
し
。
近
代
以
來
、

此
の
事
を
行
う
を
缺
く
。
祇
だ
入
閤
に
遇
う
毎
に
、
兼
て
内
殿
起
居
を
以
て
、
朝
臣
待
制
し
、
公
事
を
轉
對
し
、
逐
人
當
館
に

抄
送
せ
ん
こ
と
を
と
。

と
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
同
年
三
月
時
点
で
、
内
殿
起
居
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
内
殿
起
居
が
停
止
さ
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
半
年
程
度
の
期
間
で
あ
ろ
う34

。

先
述
の
よ
う
に
荘
宗
時
代
、
百
官
が
皇
帝
に
見
え
る
朝
儀
が
衰
微
し
て
い
た
の
で
、
五
日
起
居
創
始
は
、
皇
帝
が
群
臣
と
の
間
で
威

儀
を
正
し
、
阻
隔
を
防
ぐ
上
で
有
効
な
手
段
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う35

。
そ
の
実
質
的
意
義
は
礼
制
の
強
化
で
あ
っ
た
。

次
に
入
閤
の
儀
制
に
つ
い
て
見
る
。
後
梁
の
時
期
、
入
閤
は
月
一
回
と
制
し
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
望
日
も
入
閤
と
称
し
て
謁
見

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
後
唐
で
は
、
実
例
に
徴
す
る
に
同
光
年
間
は
朔
日
入
閤
の
み
で
あ
る
（
表
三
）。
そ
こ
で
、
天
成
元
年
五
月

三
十
日
の
勅
で
、
望
日
も
入
閤
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
表
二
―
二
六
）。

乙
酉
。
勅
す
。
毎
月
十
五
日
廊
下
食
を
賜
う
。
本
朝
承
平
の
時
、
常
參
官
毎
日
朝
退
き
、
食
を
廊
下
に
賜
う
。
こ
れ
を
廊
飡
と

謂
う
。
乾
符
亂
離
よ
り
已
後
、
庶
事
草
創
し
、
百
司
經
費
足
ら
ず
、
毎
日
の
賜
無
し
。
但
だ
月
旦
入
閣
の
日
に
遇
わ
ば
食
を
賜

う
。
帝
初
め
即
位
し
、
始
め
て
諫
官
の
疏
奏
し
て
請
う
に
因
り
、
文
武
百
寮
五
日
に
一
た
び
起
居
す
。
帝
を
便
殿
に
見
ゆ
。
李

琪
以
爲
ら
く
、
故
事
に
非
ず
と
。
五
日
を
以
て
繁
と
爲
し
、
毎
月
朔
・
望
日
、
皆
入
閣
し
、
廊
下
食
を
賜
り
、
五
日
起
居
の
儀

を
罷
め
ん
こ
と
を
請
う
。
是
に
至
り
、
宣
し
て
毎
月
朔
・
望
、
皆
入
閣
す
る
こ
と
奏
に
依
れ
。
五
日
に
一
度
の
起
居
、
停
廢
す

る
を
得
ず
と
。
遂
に
以
て
常
と
爲
す
。
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と
あ
り
、
も
と
も
と
は
御
史
中
丞
李
琪
の36

、
五
日
起
居
を
廃
し
て
朔
望
入
閤
を
復
活
す
る
提
議
を
受
け
た
も
の
だ
が
、
明
宗
は
五
日
起

居
を
継
続
し
、
そ
の
上
で
朔
望
入
閤
の
制
を
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
朝
儀
制
度
の
振
興
は
明
宗
の
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
文
中
、「
乾
符
乱
離
」
つ
ま
り
黄
巣
の
乱
よ
り
、
朔
日
入
閤
の
み
賜
食
と
な
っ
た
と
あ
る
が
、「
一
、
唐
末
の
朝
儀
」
で
述
べ
た
よ

う
に
、
一
・
五
・
九
の
日
に
賜
食
し
て
お
り
、
恐
ら
く
後
唐
の
当
局
者
は
、
こ
れ
を
朱
全
忠
の
仕
業
と
し
て
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
は
じ
め
に
」
で
説
い
た
如
く
元
来
、
入
閤
は
二
日
に
一
度
の
常
朝
で
あ
っ
た
が
、
後
唐
の
改
制
に
よ
り
、
朔
望
月
二
回
入
閤
が
定
着

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
表
三
）37

。

欧
陽
脩
は
『
新
五
代
史
』
巻
五
四
、
李
琪
伝
に
お
い
て
、
入
閤
の
盛
儀
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
前
殿
入
閤
の
不
可
を
論
じ
る38

。
し

か
し
、
前
提
と
な
る
唐
制
の
理
解
は
筆
者
と
異
な
る
。
そ
も
そ
も
、
唐
制
で
は
朔
望
朝
儀
の
場
は
宣
政
殿
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
唐
代
後

半
期
に
な
る
と
朔
望
は
視
朝
し
な
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
朔
望
入
閤
は
唐
代
盛
期
の
制
で
は
な
い39

。
後
唐
に
お
い
て
、
朔
望
前
殿

入
閤
が
定
着
し
た
の
は
、
大
唐
の
制
に
倣
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
朱
全
忠
の
改
制
が
潜
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
表
三
に
よ
る
と
、
後
唐
を
通
じ
て
洛
陽
の
正
殿
の
う
ち
主
に
使
用
さ
れ
た
の
は
文
明
殿
で
あ
り
、
元
日
朝
賀
に
も
使
用
さ
れ

て
お
り
、
明
堂
殿
（
旧
朝
元
殿
）
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
開
封
の
行
在
で
は
、
中
軸
線
上
の
崇
元
殿
が
大
朝
会
・
入

閤
の
場
で
あ
り
、
五
日
起
居
は
東
殿
玄
徳
殿
で
あ
る
。
文
明
殿
は
西
に
偏
し
た
殿
で
あ
る
が
、
事
実
上
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
、
入
閤
は

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
即
ち
前
殿
の
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

ま
た
、
特
殊
な
朝
会
と
し
て
五
月
一
日
の
大
朝
会
が
あ
る
。
表
二
―
四
七
に
、

後
唐
天
成
三
年(

九
二
八
）
十
月
二
十
一
日
。
中
書
奏
す
。
冬
至
の
日
〈
中
略
〉
又
、〈
貞
元
〉
七
年
〈
七
九
一
〉
四
月
二
十
八

日
の
敕
に
、
昔
は
聖
賢
、
法
象
を
仰
ぎ
觀
、
天
地
交
會
の
次
に
因
り
、
父
子
相
親
の
儀
を
爲
す
。
沿
襲
し
て
風
を
成
し
、
古
今
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易
え
ず
。
王
者
事
を
制
す
る
は
、
人
に
因
る
に
在
り
。
其
の
情
を
酌
し
て
中
を
用
い
、
其
の
俗
に
順
い
以
て
禮
と
爲
す
。
咸
覿

の
禮
、
既
に
父
子
の
間
に
行
わ
れ
る
。
事
に
資
す
る
の
情
、
豈
に
君
臣
の
際
を
隔
て
ん
や
。
今
よ
り
後
、
毎
年
五
月
一
日
、
宣

政
殿
に
御
し
、
文
武
百
寮
と
相
見
え
ん
。
京
官
九
品
已
上
・
外
官
朝
奏
に
因
っ
て
京
に
在
る
者
、
並
び
に
列
に
就
く
を
聽
す
。

宜
し
く
所
司
を
令
て
、
儀
注
を
量
定
せ
し
め
、
天
下
に
頒
示
し
、
仍
っ
て
禮
式
を
編
み
、
永
く
常
規
を
著
さ
ん
と
。
伏
し
て
以

う
に
本
朝
の
舊
典
、
近
代
行
わ
ず
。
方
に
開
泰
の
朝
に
當
り
、
會
同
の
禮
を
曠
し
く
し
難
し
。
宜
し
く
墜
典
を
興
し
、
以
て
明

廷
を
耀
さ
ん
。
五
月
一
日
、
應
ゆ
る
在
京
九
品
以
上
の
官
、
及
び
諸
道
進
奉
使
。
並
び
に
貞
元
七
年
敕
に
准
じ
、
位
に
就
き
起

居
せ
ん
。
此
れ
よ
り
毎
年
永
く
常
式
と
爲
さ
ん
と
。
勅
を
奉
ず
る
に
、
宜
し
く
依
る
べ
し
と
。

と
あ
っ
て
、
大
唐
の
徳
宗
貞
元
七
年
の
勅
の
、
毎
年
五
月
一
日
に
宣
政
殿
に
御
し
て
在
京
九
品
以
上
の
官
を
閲
見
す
る
儀
注
を
再
現
す

る
こ
と
と
な
っ
た40

。
朝
儀
の
場
所
は
、
洛
陽
宮
の
文
明
殿
で
あ
り
、
開
封
の
崇
元
殿
で
あ
っ
た
（
表
三
）。
と
こ
ろ
で
、
唐
徳
宗
の
貞
元

七
年
勅
は
、
憲
宗
の
元
和
三
年
（
八
〇
八
）
に
、
礼
経
に
基
づ
か
な
い
術
数
の
説
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る41

。
し
か
し
、
表
二

―
二
に
、

戊
午
〈
中
略
〉
又
敕
す
。
朕
上
天
謫
見
る
を
以
て
、
殿
を
避
け
躬
を
責
め
ん
と
す
。
宜
し
く
朔
會
に
正
殿
に
朝
す
べ
か
ら
ず
。

其
の
五
月
一
日
の
朝
會
、
宜
し
く
權
に
停
む
べ
し
。

と
あ
り
、
哀
帝
の
天
祐
二
年
に
天
文
異
変
で
五
月
一
日
の
朝
会
を
か
り
に
や
め
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
唐
末
に
復
活
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
月
一
日
の
前
殿
大
朝
会
は
、
北
宋
に
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ
る42

。
前
掲
、
中
書
の
奏
議
に
「
方
に
開
泰
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の
朝
に
当
た
り
、
会
同
の
礼
を
曠
し
く
し
難
し
、
宜
し
く
墜
典
を
興
し
、
以
て
明
廷
を
耀
か
せ
ん
」
と
あ
り
、
廃
さ
れ
た
大
唐
の
礼
典

を
復
興
さ
せ
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
と
え
、
名
君
憲
宗
に
否
定
さ
れ
た
制
度
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
大
唐
の

典
礼
で
あ
る
以
上
、
後
唐
の
当
局
者
に
と
っ
て
は
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
表
二
に
あ
る
よ
う
に
、
明
宗
朝
は
朝
会
儀
礼
の
整
備
が

急
速
に
整
え
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
君
臣
会
同
の
礼
で
あ
る
と
こ
ろ
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
常
参
官
だ
け
で
な
く
在

京
九
品
以
上
が
参
加
す
る
と
こ
ろ
か
ら
大
朝
会
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ43

、
朝
会
の
等
差
を
増
や
す
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
常
朝
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
表
二
―
二
五
に
、

天
成
元
年
五
月
十
九
日
。
敕
す
。
本
朝
の
舊
日
、
趨
朝
官
、
待
漏
院
に
置
き
、
子
城
の
門
開
く
を
候
ち
、
便
ち
入
り
て
立
班
す
。

如
し
不
坐
に
遇
え
ば
、
前
一
日
の
晩
、
便
ち
宣
す
、
來
日
兩
衙
坐
せ
ず
と
。
其
の
日
纔
に
明
く
れ
ば
、
閤
門
に
立
班
し
、
便
ち

不
坐
を
宣
す
。
百
官
各
の
退
き
司
に
歸
る
。
近
年
已
来
、
正
殿
に
坐
せ
ざ
る
に
遇
う
と
雖
も
、
或
い
は
是
れ
延
英
宰
臣
に
對
し
、

或
い
は
是
れ
内
殿
に
て
機
務
を
親
決
す
。
所
司
舊
制
に
循
わ
ず
、
往
往
辰
巳
の
時
に
及
び
、
尚
お
未
だ
放
班
せ
ず
。
既
に
日
色

已
に
高
く
、
人
心
咸
な
倦
む
を
致
す
。
今
後
若
し
不
坐
の
日
に
遇
わ
ば
、
未
だ
内
殿
に
御
さ
ざ
る
前
、
便
ち
閤
門
使
を
令
て
不

坐
を
宣
せ
し
め
、
朝
を
放
ち
退
班
せ
し
む
。

と
あ
り
、
大
唐
の
制
で
は
皇
帝
が
出
御
し
な
い
こ
と
が
予
告
さ
れ
た
上
で
、
な
お
か
つ
閤
門
の
前
、
す
な
わ
ち
宣
政
殿
に
立
班
し44

、「
不

坐
」
が
宣
さ
れ
て
退
朝
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
近
年
已
来
」
で
は
、
正
殿
に
出
御
し
な
い
日
で
も
、
午
前
七
時

か
ら
十
一
時
ご
ろ
ま
で
、
朝
臣
が
退
朝
し
な
い
で
立
班
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
今
後
、
大
唐
の
制
に
倣
い
朝
見
の
無
い
日

は
、
閤
門
使
が
「
不
坐
」
を
宣
し
て
放
朝
退
班
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
文
中
、「
延
英
対
宰
臣
」
と
「
内
殿
親
決
機
務
」
が
朝
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儀
と
は
別
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
唐
代
の
延
英
殿
の
よ
う
な
密
室
の
聴
政
で
あ
り
、
別
稿
で
あ
ら
た
め
て

論
じ
た
い
。
本
稿
で
は
、五
代
に
お
い
て
百
官
朝
参
の
朝
儀
と
聴
政
が
制
度
的
に
分
離
し
始
め
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
百
官
は
入
閤
・

五
日
起
居
の
日
以
外
で
も
朝
参
・
立
班
し
ひ
た
す
ら
放
朝
を
待
ち
続
け
た
の
で
あ
る45

。
表
二
―
四
〇
に
、

丙
申
。
詔
し
て
曰
く
、
君
は
臣
を
使
う
に
禮
を
以
て
し
、
臣
は
君
に
事
え
る
に
忠
を
以
て
す
。
禮
は
一
日
と
し
て
修
め
ざ
る
べ

か
ら
ず
、
忠
は
一
夕
と
し
て
念
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
二
者
全
う
す
れ
ば
、
則
ち
上
下
順
う
。
一
途
廢
せ
ば
、
則
ち
出
入
差
う
。

須
く
綱
維
を
振
い
、
以
て
規
矩
を
嚴
し
く
す
べ
し
。
凡
そ
策
名
の
列
に
在
ら
ば
、
皆
辨
色
の
朝
を
知
る
。
儻
し
夙
興
せ
ざ
れ
ば
、

是
れ
匪
懈
を
虧
く
。
君
上
政
を
思
い
、
猶
お
自
ら
衣
を
未
明
に
求
め
、
下
の
爲
に
服
勤
す
。
固
よ
り
合
に
假
寐
し
て
旦
を
待
つ

べ
し
。
宜
し
く
御
史
臺
を
令
て
、
徧
く
文
武
兩
班
に
示
せ
。
此
れ
よ
り
、
毎
日
早
く
朝
參
に
赴
き
、
職
司
既
に
整
齊
を
得
ば
、

公
事
的
と
し
て
壅
滞
無
し
。
如
し
或
い
は
尚
お
茲
に
懈
怠
あ
ら
ば
、
具
に
録
し
て
奏
聞
せ
よ
と
。

と
あ
り
、
毎
日
の
朝
参
を
励
行
し
て
お
り
、
こ
れ
は
五
代
末
期
に
至
っ
て
も
申
明
さ
れ
て
い
る
。
表
二
―
一
一
〇
に
、

顯
徳
五
年
閏
七
月
一
日
。
御
史
臺
奏
す
。
文
武
百
官
、
毎
日
朝
參
に
赴
む
く
に
、
到
ら
ざ
れ
ば
、
如
し
是
れ
常
朝
到
ら
ざ
れ
ば
、

本
官
の
料
錢
の
上
に
於
い
て
、
毎
貫
二
十
五
文
を
罰
せ
よ
。
如
し
是
れ
内
殿
起
居
・
入
閣
行
香
・
城
を
出
て
集
を
衆
む
及
び
非

時
の
慶
賀
・
御
殿
の
横
行
參
、
到
ら
ざ
れ
ば
、
並
び
に
是
れ
罰
を
倍
せ
ん
と
。

と
あ
り
、
常
朝
を
怠
っ
た
罰
金
が
内
殿
起
居
・
入
閣
行
香
・
出
城
衆
集
・
非
時
慶
賀
・
御
殿
横
行
参46

よ
り
も
軽
く
半
額
で
あ
っ
た
こ
と
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か
ら
も
、
常
朝
が
入
閤
・
内
殿
起
居
な
ど
と
違
っ
て
皇
帝
が
出
御
し
な
い
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る47

。

お
わ
り
に

大
唐
の
制
と
五
代
の
朝
儀
の
頻
度
に
よ
る
等
差
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
元
旦
・
冬
至
大
朝
会

＜

B
朔
望
朝
会
（
唐
代
後
半
期
は
実
施
せ
ず
）＜

C
奇
数
日
入
閤

＜

D
宣
不
坐
退
朝

A
元
旦
・
冬
至
・
五
月
一
日
大
朝
会

＜
B
朔
望
入
閤

＜

C
五
日
起
居

＜

D
常
朝

大
唐
の
制
で
は
、
C
と
D
が
同
じ
常
参
の
括
り
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
五
代
の
そ
れ
は
別
物
で
あ
っ
た
。「
常
朝
」

は
虚
礼
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
大
唐
C
が
あ
く
ま
で
常
朝
の
一
環
だ
っ
た
の
に
対
し
、
五
代
C
が
起
居
と
い
う
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
独
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
入
閤
が
朔
望
の
朝
会
へ
と
玉
突
き
の
ご
と
く
押
し
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
明
宗
の
改
革
は
勤

政
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
反
面
、
百
官
が
立
班
し
て
退
朝
す
る
だ
け
の
不
思
議
な
儀
礼
「
常
朝
」
を
決
定
づ
け
た48

。
ま
た
、

B
朔
望
入
閤
は
、
唐
代
前
半
期
で
太
極
殿
（
大
明
宮
宣
政
殿
に
相
当
す
る
）
に
て
朝
参
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と49

、
朔
望
前
殿
視
朝
と
い

う
性
格
か
ら
同
義
異
名
と
な
る50

。
こ
の
場
合
「
入
閤
」
と
い
う
名
が
正
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
欧
陽
脩
の
所
説
は
「
朔
望
は
前
殿
に
出

御
し
な
い
」
と
い
う
点
に
問
題
を
含
む
も
の
の
、「
正
名
」
の
観
点
か
ら
い
え
ば
同
意
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
唐
の
制
は
原
則
奇
数
日
入
閤
で
は
あ
っ
た
が
、
輟
朝
・
放
朝
や
皇
帝
の
怠
慢
な
ど
で
必
ず
し
も
二
日
に
一
度
皇
帝
に
謁
見

で
き
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た51

。
一
方
、
五
代
明
宗
以
降
、
朔
望
入
閤
を
含
む
五
日
に
一
度
の
サ
イ
ク
ル
で
皇
帝
に
謁
見
し
た
の
で
、
必
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ず
し
も
朝
儀
が
衰
微
し
た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
五
月
一
日
の
大
朝
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
儀
礼
と
し
て
の
密
度
が
濃
く
な
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
に
は
、
皇
帝
―
君
臣
関
係
を
整
序
し
、
威
儀
を
正
し
、
そ
れ
を
再
生
産
す
る
と
い
う
機
能
が
あ
り
、
そ
れ
は
権

威
が
低
下
し
た
五
代
の
皇
帝
に
あ
っ
て
は
、
切
実
な
要
求
で
あ
っ
た
。

問
題
は
そ
れ
が
著
し
く
儀
礼
化
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
朝
儀
に
上
奏
の
実
質
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た52

。
そ
れ
で
は
、
五
代
の
聴
政

の
実
態
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
別
稿
で
論
じ
た
い
。

注
①
　
拙
著
『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
会
議
│
唐
代
聴
政
制
度
の
展
開
』
第
二
部
第
三
章
（ 

晃
陽
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）・
拙
稿
「
唐
代

前
半
期
の
常
朝
│
太
極
宮
を
中
心
と
し
て
│
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
五
―
二
、二
〇
〇
六
年
）。

②
　
拙
稿
「
唐
代
朝
参
和
“
宣
不
坐
”
之
儀
」（『
黎
虎
教
授
古
稀
紀
念-

中
国
古
代
史
論
叢
』
張
金
龍
氏
編
著
、
世
界
知
識
出
版
社
、 

二
〇
〇
六
年
）

③
　
吉
田
歓
氏
『
日
中
宮
城
の
比
較
研
究
』
第
一
部
第
三
章
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）
は
、
筆
者
の
想
定
に
反
対
し
、
概
ね
欧

陽
脩
説
（『
新
五
代
史
』
巻
五
四
、
李
琪
伝
）
に
近
い
、
宣
政
殿
出
座
の
朝
儀
制
度
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
注
①
諸
論
は
吉
田
説
に
対
す
る
批
判
・
反

論
で
あ
る
。
ま
た
、筆
者
の
想
定
は
宋
人
張
洎
の
所
説
（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
二
、太
宗
淳
化
二
年
（
九
九
一
）
十
二
月
丙
寅
朔
日
の
条
）
に
近
く
、

決
し
て
前
人
未
踏
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
前
掲
注
①
拙
論
参
照
。

④
　
廣
瀬
憲
雄
氏
は
外
交
儀
礼
の
分
野
で
筆
者
の
拙
論
を
引
用
さ
れ
て
唐
・
五
代
・
北
宋
の
制
度
変
遷
を
説
か
れ
て
い
る
。『
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
と
古

代
日
本
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
第
三
部
第
一
章
及
び
第
二
章
参
照
。

⑤
　
陳
戍
国
氏
『
中
国
礼
制
史
│
隋
唐
五
代
巻
』（
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）・
杜
文
玉
氏
『
五
代
十
国
制
度
研
究
』
第
六
章
（
人
民
出
版
社
、
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二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）・
耿
元
驪
氏
「
五
代
礼
儀
制
度
考
」（
任
爽
氏
主
編
・
趙
旭
氏
副
主
編
『
五
代
典
制
考
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、

第
一
章
）
ま
た
、
呉
麗
娯
氏
は
、
五
代
の
中
央
と
地
方
の
儀
礼
関
係
に
つ
い
て
、
節
度
使
入
覲
と
朝
参
の
制
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
『
唐

礼
摭
遺
│
中
古
書
儀
研
究
』（
商
務
印
書
館
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）。
さ
ら
に
転
対
奏
事
な
ど
聴
政
に
関
し
て
は
、
陳
曄
氏
「
従
面
対
到
上
章
―
中
唐
至

五
代
次
対
、
転
対
制
変
遷
研
究
」（『
歴
史
教
学
』
二
〇
一
三
―
一
二
）
参
照
。

⑥
　『
冊
府
元
亀
』
巻
一
〇
八
、
帝
王
部
、
朝
会
二
は
、
昭
宗
天
復
二
年
（
九
〇
二
）
十
一
月
・
十
二
月
の
条
に
繋
年
す
る
が
、
日
付
ま
で
明
記
し
て
い
る
『
旧

唐
書
』
の
記
事
に
従
う
。『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
五
及
び
秦
蕙
田
『
五
礼
通
考
』
巻
一
三
三
参
照
。

⑦
　
延
英
殿
と
は
日
常
的
に
皇
帝
が
宰
相
以
下
の
少
数
臣
僚
と
御
前
会
議
を
開
く
場
で
、
長
安
の
大
明
宮
に
あ
っ
た
。 

注
①
拙
著
参
照
。
洛
陽
宮
の
延
英

殿
に
つ
い
て
は
、
唐
の
貞
観
殿
（
五
代
の
文
明
殿
）
の
北
に
所
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
じ
く
貞
観
殿
の
北
に
位
置
し
た
と
思
わ
れ
る
崇
勲
殿
（
後

掲
注
⑬
）
と
の
位
置
関
係
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
方
域
一
之
一
、
図
一
参
照
。

⑧
　
朱
全
忠
は
こ
れ
以
前
、
十
二
月
十
三
日
に
腹
心
で
あ
っ
た
枢
密
使
蔣
玄
暉
を
唐
朝
派
と
み
な
し
て
斬
り
、
十
六
日
に
は
枢
密
使
と
宣
徽
南
院
使
を
廃
し

て
い
る
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
六
十
五
、
天
祐
二
年
条
参
照
）。
こ
の
事
件
が
恐
ら
く
唐
朝
廷
に
対
す
る
朱
全
忠
の
猜
疑
心
を
増
し
、
そ
れ
が
朝
儀
の

制
限
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
に
宮
人
の
宣
命
や
視
朝
参
加
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
蔣
玄
暉
と
結
ん
だ
と
さ
れ
る
何
太
后
周
辺

へ
の
警
戒
で
あ
ろ
う
。『
旧
唐
書
』
巻
二
〇
下
、
哀
帝
本
紀
、
天
祐
二
年
十
二
月
乙
巳
の
条
。

⑨
　
九
参
官
・
六
参
官
の
呼
称
は
、『
冊
府
元
亀
』
巻
一
〇
七
、
帝
王
部
、
朝
会
一
、
貞
元
十
三
年
（
七
九
七
）
正
月
の
条
、『
新
唐
書
』
巻
四
八
、百
官
三
、

御
史
台
の
条
、
前
掲
吉
田
論
著
第
二
部
第
二
章
及
び
、
前
掲
注
①
拙
論
参
照
。

⑩
　
前
掲
注
①
拙
論
で
は
、
唐
代
前
半
期
の
五
日
に
一
度
の
サ
イ
ク
ル
を
武
官
五
品
以
上
（
六
参
官
）
に
想
定
し
て
立
論
し
た
が
、
こ
の
朱
全
忠
の
改
制
に

鑑
み
る
に
、
或
い
は
武
官
三
品
以
上
の
サ
イ
ク
ル
が
妥
当
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
想
到
し
な
か
っ
た
の
は
筆
者
の
迂
闊
で
あ
り
、
今
後
再

考
の
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
朱
全
忠
の
改
制
及
び
唐
令
の
朝
参
②
③
④
が
全
て
奇
数
日
で
偶
数
で
な
い
の
は
、
旬
仮
（
十
日
・
二
十
日
・
晦
日
）
を
避
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け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
旬
仮
に
つ
い
て
は
、
丸
山
裕
美
子
氏
「
仮
寧
令
と
節
日
」（
池
田
温
氏
編
『
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
二
年
）
参
照
。

⑪
　『
冊
府
元
亀
』
巻
一
〇
八
、
帝
王
部
、
朝
会
二
は
、
昭
宗
天
復
三
年
（
九
〇
三
）
五
月
に
繋
年
す
る
が
、
こ
の
時
、
昭
宗
は
洛
陽
に
お
ら
ず
、
従
い
難
い
。

⑫
　
注
①
拙
著
第
二
部
第
一
章
。

⑬
　
崇
勲
殿
の
配
置
に
関
す
る 『
宋
会
要
輯
稿
』
方
域
一
之
一
の
記
述
は
、
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
鈴
木
亘
氏
の
所
説
に
従
う
。
同
氏
「
中
国
の
宮
殿
建
築

に
お
け
る
前
殿
お
よ
び
朝
堂(

Ⅰ)

」（『
文
化
学
院
建
築
科
研
究
誌Q

U
AD

R
ATO

』
Ⅱ
号
、
一
九
八
〇
年
。

⑭
　
前
掲
注
⑬
参
照
。

⑮
　
傅
熹
年
氏
は
こ
う
し
た
洛
陽
宮
の
二
軸
構
造
が
、
北
宋
開
封
の
宮
城
構
造
に
影
響
を
与
え
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
同
氏
主
編
『
中
国
古
代
建
築
史
二
│
三

国
、
両
晋
、
南
北
朝
、
隋
唐
、
五
代
建
築
―
』
第
三
章
第
二
節
（
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
し
か
し
な
が
ら
唐
代
前
半
期
よ
り
そ
う
し

た
傾
向
は
存
在
し
た
。
武
成
殿
が
常
朝
の
殿
宇
で
、
付
近
に
中
書
省
や
則
天
武
后
の
寝
殿
集
仙
殿
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
（
前
掲
注
①
拙
著
第
二
部

第
一
章
）。
洛
陽
宮
の
政
治
空
間
の
発
展
を
方
向
付
け
た
の
は
、
則
天
武
后
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
唐
末
五
代
の
洛
陽
に
つ
い
て
の
概
論
と
し
て
、

中
尾
健
一
郎
氏
『
古
都
洛
陽
と
唐
宋
文
人
』
第
二
部
第
七
章
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑯
　『
唐
会
要
』
巻
二
四
、
廊
下
食
、『
五
代
会
要
』
巻
六
、
廊
下
餐
参
照
。

⑰
　
後
漢
高
祖
・
後
周
世
宗
は
万
歳
殿
で
崩
御
し
て
い
る
。『
五
代
会
要
』
巻
一
、
帝
号
。

⑱
　
前
掲
注
⑮
傅
熹
年
氏
著
参
照
。

⑲
　
表
一
と
図
二
を
参
照
す
る
と
、
五
代
の
開
封
の
殿
宇
と
北
宋
の
そ
れ
は
、
崇
元
殿
↓
大
慶
殿
を
除
く
と
あ
ま
り
接
点
が
な
い
。
北
宋
初
期
に
大
規
模
な

宮
城
の
改
造
が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
東
殿
で
あ
る
玄
徳
殿
↓
広
政
殿
が
五
代
期
に
活
用
さ
れ
た
の
に
対
し
て
（
表
三
）、
北
宋
で
は
、
大

慶
殿
西
の
文
徳
殿
―
垂
拱
殿
が
次
要
の
軸
線
を
為
し
て
い
る
の
が
対
照
的
で
あ
る
。
西
側
軸
線
の
構
成
は
洛
陽
宮
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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⑳
　
久
保
田
和
男
氏
『
宋
代
開
封
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）
参
照
。

㉑
　『
旧
五
代
史
』
巻
四
、
梁
書
四
、
太
祖
紀
。

㉒
　
前
掲
注
③
参
照
。

㉓
　
金
鑾
殿
は
崇
勲
殿
の
西
に
所
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
方
域
一
之
一
。

㉔
　『
五
代
会
要
』
巻
六
、
輟
朝
に
、

　
　
乾
化
元
年
〈
九
一
一
〉
五
月
。
清
海
軍
節
度
使
、
守
侍
中
兼
中
書
令
劉
隱
薨
。
輟
朝
三
日
、
百
寮
詣
閤
門
奉
慰
。

　
と
あ
り
、『
冊
府
元
亀
』
巻
三
一
九
、
宰
輔
部
、
褒
寵
二
、
薛
貽
矩
の
条
に
、「
又
命
輟
六
日
・
七
日
・
八
日
朝
參
、
丞
相
・
文
武
、
並
詣
西
上
閣
門
進
名

奉
慰
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
旧
五
代
史
』
巻
八
、
梁
書
八
、
末
帝
紀
上
、
乾
化
三
年
（
九
一
三
）
五
月
壬
子
の
条
に
、

　
　
詔
曰
、
太
祖
皇
帝
六
月
二
日
大
忌
〈
中
略
〉
俯
迫
忌
辰
、
音
容
永
遠
而
莫
追
。
號
感
彌
深
、
而
難
抑
。
將
欲
表
宅
憂
於
中
禁
。
是
宜
輟
聽
政
於
外
朝
、

　
　
雖
異
常
儀
、
願
申
罔
極
。
宜
輟
五
月
二
十
二
日
至
六
月
二
十
九
日
朝
參
。
軍
機
急
切
公
事
、
卽
不
得
留
滯
、
並
仰
畫
時
聞
奏
施
行
。
宰
臣
文
武
百

　
　
官
三
上
表
、
以
國
忌
廢
務
多
日
、
請
依
舊
制
。
詔
報
曰
、
朕
聞
、
禮
非
天
降
、
固
可
酌
於
人
情
。
事
繫
孝
思
、
諒
無
妨
於
國
體
。
今
以
甫
臨
忌
日
、

　
　
暫
輟
視
朝
。
冀
全
哀
感
之
情
、
用
表
始
終
之
節
。
宰
臣
等
累
陳
章
表
、
備
述
古
今
。
慮
以
萬
幾
之
繁
、
議
以
五
月
之
請
。
雖
茲
懇
切
、
難
盡
允
俞
。

　
　
况
保
身
方
、
荷
於
洪
基
。
敢
言
過
毀
、
而
權
制
獲
申
於
至
性
、
必
在
得
中
。
宜
自
今
月
二
十
九
日
、
輟
至
六
月
七
日
。
無
煩
抑
請
、
深
體
朕
懷
。

　
と
あ
っ
て
百
官
が
毎
日
朝
参
し
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
り
、
本
文
所
掲
の
表
二
―
九
の
史
料
に
は
、「
文
武
百
官
、
旧
に
仍
っ
て
朝
参
」
と
あ
る
。
長
期

の
輟
朝
を
す
る
と
急
切
公
事
が
留
滞
し
た
と
い
う
の
で
、
実
際
に
聴
政
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

㉕
　
前
掲
注
①
拙
著
第
一
部
、
第
五
章
・
第
六
章
参
照
。『
旧
五
代
史
』
巻
六
、
梁
書
六
、
太
祖
紀
六
、
乾
化
元
年
（
九
一
一
）
二
月
庚
午(

十
五)

に
、「
幸

白
馬
坡
、
詔
金
吾
大
將
軍
、
待
制
官
各
奏
事
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
か
ら
朔
望
の
待
制
官
奏
事
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㉖
　
表
二
―
一
三
に
つ
い
て
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
九
一
、
閏
位
部
、
立
法
制
に
同
趣
旨
の
史
料
が
あ
り
、
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乾
化
元
年
五
月
。
詔
。
左
右
銀
臺
門
朝
參
諸
司
使
・
庫
使
已
下
、不
得
帶
從
入〈
人
力
〉出
入
。
親
王
許
一
二
人
、執
條
牀
手
簡
。
餘
悉
止
門
外
。
闌
入
者
、

　
　
抵
律
。
閽
守
不
禁
、與
所
犯
同
。
先
時
門
、通
内
、無
門
籍
。
且
多
勳
戚
車
騎
衆
者
、尤
不
敢
呵
察
。
至
是
、有
一
客
星
凌
犯
、上
言
者
。
遂
令
止
隔
。

　
と
あ
っ
て
、
後
梁
の
宮
城
は
門
禁
が
い
い
か
げ
ん
で
朝
廷
の
威
儀
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

㉗
　
む
し
ろ
、
前
掲
の
正
至
朝
賀
（
朝
元
殿
・
文
明
殿
）

＜

朔
望
入
閤
（
文
明
殿
）

＜

常
朝
（
金
鑾
・
崇
勲
殿
）
の
図
式
は
、
朔
望
の
朝
会
を
入
閤
と

称
さ
な
け
れ
ば
、
唐
制
の
含
元
殿

＜

宣
政
殿

＜

紫
宸
殿
の
儀
制
に
近
い
。
前
掲
注
①
拙
著
第
二
部
第
三
章
参
照
。

㉘
　
前
掲
注
⑤
杜
文
玉
・
耿
元
驪
両
氏
論
考
は
、
同
光
年
間
に
荘
宗
が
日
常
的
に
内
殿
に
て
百
僚
に
接
見
し
て
い
た
と
し
て
、『
五
代
会
要
』
巻
六
、
雑
録

の
次
の
史
料
を
挙
げ
る
。

　
　
後
唐
同
光
二
年
〈
九
二
四
〉
正
月
四
日
。
四
方
館
奏
、
常
朝
諸
職
員
、
多
有
參
雜
。
今
後
、
除
隨
駕
將
校
、
外
方
進
奉
使
、
文
武
兩
班
三
品
已
上
官
、

　
　
可
於
内
殿
對
見
。
其
餘
並
詣
正
衙
、
以
申
常
禮
。
從
之
。

　
こ
れ
は
随
駕
将
校
以
下
の
官
職
に
任
命
さ
れ
た
者
が
内
殿
に
赴
い
て
謝
恩
す
る
、
い
わ
ゆ
る
中
謝
で
あ
る
。
杜
氏
は
こ
の
例
が
後
述
す
る
明
宗
の
内
殿
起

居
と
実
質
的
に
変
わ
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
百
官
が
参
加
す
る
朝
会
儀
礼
（
文
中
の
正
衙
で
挙
行
さ
れ
る
常
礼
）
と
は
や
は
り
異
な
り
、
内

殿
に
お
け
る
や
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
接
見
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
内
殿
接
見
が
普
段
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
や
は
り
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

㉙
　
明
宗
に
関
す
る
評
伝
と
し
て
、
や
や
古
い
が
岡
崎
精
郎
氏
の
論
考
「
後
唐
明
宗
と
旧
習(

上)

」（『
東
洋
史
研
究
』
九
―
四
、一
九
四
五
年
）・「
後
唐
明

宗
と
旧
習(

下)

」（
同
誌
一
〇
―
二
、一
九
四
八
年
）
が
北
族
の
「
共
和
的
色
彩
」
と
伝
統
尊
重
主
義
・
五
代
皇
帝
の
権
威
確
立
な
ど
を
説
か
れ
て
い
て

参
考
に
な
る
。

㉚
　
胡
注
は
、
正
衙
常
朝
の
際
、
文
明
殿
に
皇
帝
が
実
際
御
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
言
う
が
、
後
述
の
よ
う
に
こ
れ
は
疑
わ
し
い
。

㉛
　
前
掲
注
⑤
杜
文
玉
氏
論
著
。

32
　
本
文
引
用
の
『
冊
府
元
亀
』
の
記
事
に
、
宰
相
・
百
官
は
文
明
殿
庭
に
班
し
て
謝
す
る
と
あ
る
が
、
同
書
巻
五
一
七
、
憲
官
部
、
振
挙
二
、
天
成
元
年
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（
九
二
六
）
の
条
に
、

　
　
八
月
。
御
史
臺
奏
。
凡
新
除
官
、
及
差
使
者
、
合
於
正
辭
。
毎
遇
内
殿
起
居
日
、
百
官
不
於
正
衙
叙
班
。
其
差
使
、
及
新
除
員
、
其
日
辭
謝
不
得
。

　
　
或
恐
差
使
者
、
已
定
發
日
、
除
官
者
、
准
宣
催
發
。
以
一
日
無
班
、
便
妨
辭
謝
。
臣
愚
參
詳
、
毎
内
殿
起
居
日
、
百
寮
先
叙
班
於
文
明
殿
庭
。
候

　
　
辭
謝
官
退
、
則
班
入
内
殿
。
冀
便
於
官
吏
・
辭
謝
者
。
從
之
。

　
と
あ
り
、
内
殿
起
居
の
日
に
百
官
が
文
明
殿
庭
に
班
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
翌
八
月
で
あ
り
そ
れ
以
前
は
、
正
衙
（
文
明
殿
）
に
序
班
し
な
か
っ
た
と

あ
る
。『
五
代
会
要
』
巻
六
、
雑
録
も
天
成
元
年
八
月
に
繋
年
し
て
い
る
。

33
　
北
宋
の
朝
儀
と
聴
政
に
つ
い
て
は
、
平
田
茂
樹
氏
「
宋
代
の
宮
廷
政
治
―
「
家
」
の
構
造
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
」(

笠
谷
和
比
古
氏
編
『
公
家
と
武

家
Ⅱ
― 「
家
」
の
比
較
丈
化
史
的
考
察
―
』
思
文
閤
出
版
、
一
九
九
九
年)

・
趙
冬
梅
氏
「
試
論
通
進
視
角
中
的
唐
宋
閤
門
司
」（
鄧
小
南
氏
主
編
『
政
績

考
察
与
信
息
渠
道
―
以
宋
代
為
重
臣
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
及
び
陳
曄
氏
「
北
宋
政
情
、
政
風
下
的
転
対
制
」（『
史
学
月
刊
』
二
〇
一
〇

―
一
一
）
参
照
。

34
　
同
様
に
、
耿
氏
は
、『
五
代
会
要
』
巻
五
、
待
制
官
に
、「
晋
天
福
七
年
〈
九
四
二
〉
三
月
、
敕
。
今
後
、
百
官
、
毎
五
日
一
度
内
殿
起
居
日
、
輪
差
両

員
官
具
所
見
、
実
封
以
聞
」
と
あ
る
の
を
以
て
、
こ
れ
以
前
は
五
日
起
居
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
二
名
順
番
で
封
事
を
上
す

る
こ
と
を
始
め
た
、と
い
う
意
味
で
あ
り
（
表
二
―
九
三
）、表
二
―
八
二
・
八
四
に
あ
る
よ
う
に
後
晋
天
福
年
間
に
お
い
て
も
起
居
の
制
を
定
め
て
お
り
、

氏
の
見
解
に
は
従
い
難
い
。
な
お
前
掲
注
⑤
陳
曄
氏
も
耿
氏
と
同
様
に
明
宗
の
起
居
廃
止
説
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
。

35
　
前
掲
注
⑤
杜
文
玉
氏
論
考
参
照
。

36
　『
新
五
代
史
』
巻
五
四
、
雑
伝
四
二
、
李
琪
伝
。

37
　
表
三
―
四
〇
に
、「
己
亥
〈
十
五
〉、帝
御
文
明
殿
、百
官
入
閣
、如
月
朔
之
儀
、従
新
例
也
」
と
あ
る
。
本
文
に
挙
げ
た
『
冊
府
元
亀
』
巻
四
七
六
、台
省
部
、

奏
議
七
、
清
泰
二
年
の
条
に
、「
天
成
元
年
七
月
勅
。
加
毎
月
十
五
日
入
閤
、
罷
五
日
起
居
」
と
あ
り
、
天
成
元
年
七
月
段
階
で
、
望
日
入
閤
し
た
際
の
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五
日
起
居
を
や
め
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
五
月
に
勅
が
出
て
八
月
ま
で
望
日
入
閤
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
表

三
を
見
る
と
必
ず
し
も
朔
望
だ
け
で
な
く
余
日
も
入
閤
の
記
載
が
あ
る
が
、
や
は
り
干
支
の
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
り
即
断
は
で
き
な
い
。

38
　
然
唐
故
事
、天
子
日
御
殿
見
羣
臣
、曰
常
參
。
朔
望
薦
食
諸
陵
寢
、有
思
慕
之
心
、不
能
臨
前
殿
、則
御
便
殿
見
羣
臣
、曰
入
閤
。
宣
政
、前
殿
也
。
謂
之
衙
。

衙
有
仗
。
紫
宸
、
便
殿
也
。
謂
之
閤
。
其
不
御
前
殿
而
御
紫
宸
也
、
乃
自
正
衙
喚
仗
、
由
閤
門
而
入
。
百
官
俟
朝
于
衙
者
、
因
隨
以
入
見
。
故
謂
之
入
閤
。

然
衙
、朝
也
。
其
禮
尊
。
閤
、宴
見
也
。
其
事
殺
。
自
乾
符
已
後
、因
亂
禮
闕
。
天
子
不
能
日
見
羣
臣
、而
見
朔
望
。
故
正
衙
常
日
廢
仗
。
而
朔
望
入
閤
有
仗
。

其
後
習
見
、遂
以
入
閤
爲
重
。
至
出
御
前
殿
、猶
謂
之
入
閤
。
其
後
亦
廢
、至
是
而
復
。
然
有
司
不
能
講
正
其
事
。
凡
羣
臣
五
日
一
入
見
中
興
殿
、便
殿
也
。

此
入
閤
之
遺
制
、
而
謂
之
起
居
。
朔
望
一
出
御
文
明
殿
、
前
殿
也
、
反
謂
之
入
閤
。
琪
皆
不
能
正
也
。

39
　
前
掲
注
①
参
照
。

40
　
前
掲
注
⑤
耿
元
驪
氏
論
考
参
照
。
表
二
―
五
三
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
〇
八
、
帝
王
部
、
朝
会
二
に
も
同
趣
旨
の
奏
議
が
あ
り
、
い
ず
れ
が
是
な
の
か
決

し
が
た
い
。

　
　〈
天
成
四
年
〉四
月
。中
書
門
下
奏
。五
月
一
日
入
閣
起
居
、准
貞
元
七
年
四
月
二
十
八
日
勅
。昔
者
聖
賢
觀
象
、因
天
地
交
會
之
次
。爲
父
子
相
見
之
儀
、

　
　
沿
襲
成
風
。
古
今
不
易
、王
者
制
事
、在
於
因
人
。
酌
其
情
而
使
中
、順
其
俗
以
爲
禮
。
咸
覿
之
儀
、既
行
父
子
之
間
。
資
事
之
情
、豈
隔
君
臣
之
際
。

　
　
自
今
後
、毎
年
五
月
一
日
、御
宣
政
殿
、與
文
武
百
寮
相
見
。
京
官
九
品
已
上
、外
官
因
朝
奏
在
京
者
、竝
聽
就
列
。
宜
令
所
司
、量
定
儀
注
、頒
示
天
下
。

　
　
仍
編
禮
式
、
永
著
常
規
者
。
伏
以
、
本
朝
舊
制
、
近
代
不
行
。
方
當
開
泰
之
期
、
難
曠
會
同
之
禮
。
宜
興
墜
典
、
以
耀
明
庭
。
五
月
一
日
、
應
在

　
　
京
九
品
已
上
官
、
及
諸
進
奉
使
、
竝
准
貞
元
七
年
勅
、
就
位
起
居
。
自
此
毎
年
永
為
常
式
者
。
奉
勅
、
宜
依
。

41
　『
唐
会
要
』
巻
二
四
、
受
朝
賀
に
、

　
　
至
元
和
三
年
四
月
、
詔
。
五
月
一
日
、
御
宣
政
殿
受
朝
賀
禮
儀
、
停
（
先
是
、
創
有
此
禮
。
自
後
亦
不
多
行
。
至
是
、
上
以
術
數
之
説
、
禮
經
不
載
、

　
　
遂
罷
之)

。
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と
あ
る
。
五
月
は
夏
至
の
あ
る
月
で
あ
り
、
陽
が
極
ま
っ
て
陰
に
転
じ
る
の
で
善
月
で
は
な
い
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
。
中
村
裕
一
氏
『
中
国
古
代
の
年

中
行
事
　
第
二
冊
春
』
三
五
六
頁
参
照
。
徳
宗
の
意
図
は
、
陰
に
転
じ
る
月
に
敢
え
て
出
御
し
て
皇
帝
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

42
　
前
掲
注
33
参
照
。

43
　
北
宋
で
は
、
五
月
一
日
の
朝
会
は
元
旦
・
冬
至
と
並
ぶ
大
朝
会
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。『
宋
史
』
巻
一
四
三
、
儀
衛
志
一
参
照
。

44
　
東
西
上
閤
門
は
宣
政
殿
の
脇
門
で
あ
る
。『
唐
両
京
城
坊
考
』
巻
一
。

45
　
表
二
―
七
八
に
、

　
　
清
泰
二
年
〈
九
三
五
〉
御
史
中
丞
盧
損
上
言
五
事
。
其
一
。
臣
覩
、陛
下
勤
儉
爲
本
。
宵
旰
是
專
。
日
新
之
德
繼
聲
、時
病
之
憂
漸
息
。
事
纔
達
聽
、

　
　
言
乃
必
行
。
若
有
隱
於
聖
明
、必
貽
咎
於
陰
責
。
器
小
而
誠
難
測
海
、日
下
而
但
合
傾
心
。
今
欲
曉
諭
中
外
臣
寮
、載
星
登
車
、端
門
待
漏
。
寅
初
開
鑰
、

　
　
日
出
排
班
中
興
殿
。
逢
事
未
通
、乞
光
降
宣
不
坐
。冀
視
朝
之
制
合
古
。事
君
之
禮
得
中
、匪
懈
之
誠
咸
專
。未
明
之
求
外
顯〈
中
略
〉詔
曰
、聽
政
不
坐
、

　
　
禮
儀
而
合
使
先
知
。

　
と
あ
り
、
末
帝
の
頃
に
は
百
官
は
中
興
殿
に
立
班
し
、
た
だ
ち
に
不
坐
を
宣
し
た
と
い
う
。
中
興
殿
に
班
す
る
と
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
、
内
殿
起
居
の

可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
宣
不
坐
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
前
掲
注
32
に
引
く
内
殿
起
居
の
制
で
は
、
文
明
殿
に
班
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
後
中

興
殿
に
場
が
変
わ
っ
た
（
表
二
―
三
八
）。
前
掲
注
⑤
杜
氏
論
考
参
照
。

46
　
横
行
参
と
は
、
横
行
参
仮
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
横
行
参
仮
と
は
休
暇
あ
け
の
儀
礼
的
朝
参
で
あ
る
。『
宋
史
』
巻
一
一
六
、
礼
志
一
九
、
賓
礼
一
参
照
。

な
お
追
朝
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
そ
れ
に
関
し
て
呉
麗
娯
氏
「
唐
代
的
常
朝
与
追
朝
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
〇
七
―
一
一
）
参
照
。
ち
な
み
に
、
呉
氏

の
唐
代
常
朝
理
解
は
、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
憲
宗
朝
に
紫
宸
殿
が
常
朝
の
場
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

47
　
前
掲
注
⑤
杜
氏
論
考
に
常
朝
と
内
殿
起
居
以
下
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
常
朝
は
引
用
文
中
の
内
殿
起
居
以
下
の
皇
帝
が
出
御
す
る
行
事
と
は

根
本
的
に
違
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
分
か
り
や
す
い
。
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48
　
唐
代
で
は
、
二
日
に
一
度
の
宣
不
坐
退
朝
は
便
宜
的
な
も
の
で
、
建
前
上
は
毎
日
視
朝
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
注
②
拙
稿
参
照
。

49
　『
大
唐
六
典
』
巻
七
、
工
部
郎
中
・
員
外
郎
の
条
。

50
　
前
掲
注
⑤
呉
麗
娯
氏
論
著
は
五
代
の
朝
参
は
基
本
的
に
唐
制
の
延
長
と
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
著
五
四
八
頁
。

51
　『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
三
、
寶
暦
二
年
（
八
二
六
）
十
二
月
の
条
に
、

　
　
敬
宗
之
世
、
毎
月
視
朝
不
過
一
二
。
上
始
復
舊
制
、
毎
奇
日
未
嘗
不
視
朝(

奇
、
紀
宜
翻
、
隻
也
、
唐
制
、
天
子
以
隻
日
視
朝)

。

　
と
あ
り
、
敬
宗
皇
帝
の
時
代
、
皇
帝
の
怠
慢
で
聴
政
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
前
掲
注
①
拙
著
第
一
部
、
第
五
章
（
初
出
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

52
　
入
閤
に
転
対
制
度
が
あ
り
百
官
が
輪
番
で
奏
事
し
、
五
日
起
居
で
も
一
時
期
、
転
対
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
実
質
的
意
義
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

表
二
―
二
一
・
二
九
・
三
二
・
三
七
・
四
二
・
四
五
・
五
九
・
六
一
・
六
二
・
九
三
・
九
四
・
一
〇
〇
・
一
〇
一
、
前
掲
注
⑤
陳
曄
氏
論
考
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　（

本
学
文
学
部
教
授
）
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表
1
.五

代
殿

名
変

遷
表

王
朝

時
期

西
暦

出
典

唐
代

中
期

徐
松

輯
河

南
志

唐
代

後
半

期
旧

唐
書

2
0
下

、
宋

会
方

域
1
-
1

（
延

英
・
嘉

慶
・
太

極
殿

）
天

祐
2
年

5
月

4
日

旧
唐

書
2
0
下

、
哀

帝
紀

天
祐

3
年

6
月

2
0
日

旧
唐

書
2
0
下

、
哀

帝
紀

後
梁

開
平

元
年

4
月

冊
1
9
6
、
閏

位
部

、
建

都
開

平
3
年

1
月

2
9
日

旧
史

4
、
梁

書
4
、
太

祖
紀

4

開
平

3
年

2
月

旧
史

4
、
梁

書
4
、
太

祖
紀

4

開
平

3
年

7
月

3
日

旧
史

4
、
梁

書
4
、
太

祖
紀

4

開
平

3
年

1
1
月

2
6
日

旧
史

5
、
梁

書
5
、
太

祖
紀

5

後
唐

同
光

2
年

1
月

8
日

旧
史

3
1
、
唐

書
7
、
荘

宗
紀

5

同
光

2
年

1
月

1
1
日

旧
史

3
1
、
唐

書
7
、
荘

宗
紀

5

同
光

2
年

9
月

7
日

旧
史

3
2
、
唐

書
8
、
荘

宗
紀

6

天
成

4
年

4
月

3
日

旧
史

4
0
、
唐

書
1
6
、
明

宗
紀

6

後
唐

の
時

端
明

殿
宋

会
方

域
1
-
1

後
晋

天
福

2
年

1
月

1
3
日

旧
史

7
6
、
晋

書
2
、
高

祖
紀

2
天

福
2
年

8
月

8
日

旧
史

7
6
、
晋

書
2
、
高

祖
紀

2

天
福

4
年

2
月

1
9
日

玉
華

殿
→

永
福

殿
旧

史
7
8
、
晋

書
4
、
高

祖
紀

4

天
福

4
年

4
月

8
日

明
徳

殿
→

滋
徳

殿
旧

史
7
8
、
晋

書
4
、
高

祖
紀

4

天
福

7
年

閏
3
月

1
9
日

宣
明

門
→

朱
鳯

門
武

徳
殿

→
視

政
殿

文
思

殿
→

崇
徳

殿
畫

堂
→

天
清

殿
寢

殿
→

乾
福

殿
旧

史
8
0
、
晋

書
6
、
高

祖
紀

6

天
福

7
年

7
月

6
日

旧
史

8
1
、
晋

書
7
、
少

帝
1

後
周

顕
徳

4
年

5
月

3
日

永
福

殿
→

広
政

殿
旧

史
1
1
7
、
周

書
8
、
世

宗
紀

4

顕
徳

6
年

1
2
月

3
日

旧
史

1
2
0
、
周

書
1
1
、
恭

帝
紀

北
宋

宋
初

文
明

殿
万

歳
殿

宋
会

方
域

1
-
1
、
宋

史
8
5

（
文

明
殿

）
乾

徳
4
年

宋
会

方
域

1
-
1

開
宝

2
年

宋
会

方
域

1
-
1

太
平

興
国

3
年

宋
会

方
域

1
-
1

太
平

興
国

8
年

簡
賢

講
武

殿
→

崇
政

殿
宋

会
方

域
1
-
1

太
平

興
国

9
年

5
月

文
徳

殿
宋

会
方

域
1
-
1

淳
化

元
年

1
月

宋
会

方
域

1
-
1

大
中

祥
符

7
年

誕
慶

殿
延

和
殿

建
造

宋
会

方
域

1
-
1

大
中

祥
符

8
年

6
月

宋
会

方
域

1
-
1

明
道

元
年

1
0
月

崇
徳

殿
→

紫
宸

殿
長

春
殿

→
勤

政
殿

福
寧

殿
宋

会
方

域
1
-
1

明
道

元
年

1
1
月

垂
拱

殿
宋

会
方

域
1
-
1

景
祐

元
年

1
月

宋
会

方
域

1
-
1
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表
1
.五

代
殿
名

変
遷
表

王
朝

時
期

西
暦

唐
代
中
期

武
成
殿

乾
元
殿

唐
代
後
半
期

宣
政
殿

宣
政
門

保
寧
殿

延
英
殿

含
元
殿

太
極
殿

嘉
慶
殿

天
祐
2
年
5
月
4
日

貞
観
殿

敷
政
門

文
思
殿

天
祐
3
年
6
月
2
0
日

崇
勲
殿
入
閤

後
梁

開
平
元
年
4
月

崇
元
殿
（正

殿
）

玄
徳
殿
（東

殿
）

金
祥
殿
（内

殿
）

万
歳
殿
（万

歳
堂
）

開
平
3
年
1
月
2
9
日

文
明
殿

朝
元
殿

開
平
3
年
2
月

思
政
殿
→

金
鑾
殿

開
平
3
年
7
月
3
日

章
善
門
→

左
右
銀
台
門

左
右
銀
台
門
→

左
右
興
善
門

開
平
3
年
1
1
月
2
6
日

乾
文
院
→

文
思
院

弓
箭
庫
殿

→
宣
武
殿

後
唐

同
光
2
年
1
月
8
日

中
興
殿

明
堂
殿

同
光
2
年
1
月
1
1
日

解
卸
殿
→

端
明
殿

万
春
門
→

中
興
門

同
光
2
年
9
月
7
日

長
春
殿

完
成

天
成
4
年
4
月
3
日

広
寿
殿

重
修

後
唐
の
時

後
晋

天
福
2
年
1
月
1
3
日

天
福
殿

天
福
2
年
8
月
8
日

広
政
殿

天
福
4
年
2
月
1
9
日

天
福
4
年
4
月
8
日

天
福
7
年
閏
3
月
1
9
日

天
福
7
年
7
月
6
日

宣
徳
殿

後
周

顕
徳
4
年
5
月
3
日

顕
徳
6
年
1
2
月
3
日

紫
宸
殿

北
宋

宋
初

乾
徳
4
年

乾
元
殿

開
宝
2
年

大
明
殿

太
平
興
国
3
年

垂
拱
殿

太
極
殿

武
徳
殿

太
平
興
国
8
年

太
平
興
国
9
年
5
月

朝
元
殿

淳
化
元
年
1
月

含
元
殿

大
中
祥
符
7
年

大
中
祥
符
8
年
6
月

天
安
殿

会
慶
殿

明
道
元
年
1
0
月

元
和
殿
→

集
英
殿

明
道
元
年
1
1
月

景
祐
元
年
1
月

大
慶
殿

※
ノ
ー
マ
ル
書
体
は
洛
陽
宮
の
宮
殿
、
太
字
斜
体
は
開
封
、
斜
体
は
鄴
の
宮
殿
名
を
表
記
す
る

以
下
、
表
1
・
2
・
3
の
史

料
略
記

旧
史

…
『
旧

五
代

史
』

新
史

…
『
新

五
代

史
』

冊
…

『
冊
府

元
亀
』

五
会
…
『
五

代
会
要
』

宋
会
…

『
宋
会

要
輯

稿
』

鑑
…

『
資
治

通
鑑
』
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表
2
.五

代
朝

儀
の

変
遷

天
成

元
年

7
月

毎
月

十
五

日
入

閤
、

五
日

起
居

を
や

め
る

旧
史

4
5
、

唐
書

2
1
、

閔
帝

紀
清

泰
2
年

7
月

4
日

条
上

奏
引

く
勅

：
1
5
日

の
五

日
起

居
を

や
め

る
？

天
成

元
年

7
月

1
8
日

入
閤

の
際

、
待

制
・

次
対

官
奏

事
・

左
右

起
居

は
言

動
を

記
し

て
史

館
に

送
る

。
五

日
一

度
起

居
の

際
、

百
官

の
上

奏
を

許
す

冊
5
1
7
､
憲

官
部

、
振

挙
2

五
会

5
、

待
制

官
は

、
待

制
・

次
対

を
転

対
と

記
す

天
成

元
年

8
月

1
3
日

象
笏

3
4
を

出
し

、
百

官
の

笏
無

き
者

に
賜

う
旧

史
3
7
、

唐
書

1
3
、

明
宗

紀

天
成

元
年

8
月

起
居

の
日

、
百

官
は

新
除

官
・

使
者

が
辞

謝
し

て
後

、
内

殿
に

入
る

五
会

6
、

雑
録

天
成

元
年

8
月

新
授

令
・

録
は

正
衙

辞
謝

後
、

皆
内

殿
辞

謝
さ

せ
る

五
会

1
9
、

県
令

天
成

元
年

9
月

9
日

誕
節

に
釈

道
二

教
、

中
興

殿
で

談
論

旧
史

3
7
、

唐
書

1
3
、

明
宗

紀
天

成
元

年
1
0
月

朔
望

入
閤

及
び

五
日

起
居

で
転

対
奏

事
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

天
成

元
年

1
2
月

3
日

五
日

起
居

の
日

の
常

朝
辞

謝
は

次
の

日
に

日
延

べ
す

る
・

文
武

両
班

の
班

を
文

明
殿

前
か

ら
中

興
殿

門
外

に
す

る
五

会
6
、

雑
録

天
成

元
年

1
2
月

1
1
日

節
度

・
観

察
・

防
禦

・
経

略
・

団
練

使
・

諸
州

刺
史

の
赴

任
・

上
佐

官
の

得
替

・
進

奉
到

闕
・

本
道

に
帰

る
時

は
廊

参
し

正
衙

謝
見

辞
す

る
五

会
1
7
、

御
史

台

天
成

2
年

1
月

1
4
日

御
史

台
に

令
し

て
百

官
に

毎
日

朝
参

を
励

行
さ

せ
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

4
月

1
0
日

廊
下

餐
に

お
い

て
私

礼
を

禁
じ

る
旧

史
3
8
、

唐
書

1
4
、

明
宗

紀
4

天
成

2
年

6
月

2
2
日

右
拾

遺
符

蒙
、

五
日

の
起

居
の

転
対

を
や

め
る

こ
と

を
上

奏
冊

4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6
勅

下
さ

れ
た

か
は

不
明

天
成

2
年

8
月

内
中

公
事

で
中

書
に

関
わ

ら
な

い
も

の
は

枢
密

院
直

学
士

が
史

館
に

送
る

冊
5
6
0
、

国
史

部
、

記
注

天
成

2
年

9
月

2
日

入
閤

日
に

殿
中

侍
御

史
が

鐘
鼓

楼
に

て
糾

察
冊

5
1
7
、

憲
官

部
、

振
挙

2
常

朝
の

例
に

従
う

天
成

3
年

8
月

6
日

起
居

郎
趙

煕
、

五
日

起
居

で
文

武
両

班
に

こ
も

ご
も

奏
対

さ
せ

る
こ

と
を

求
め

る
冊

4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6
勅

下
さ

れ
た

か
は

不
明

天
成

3
年

9
月

2
5
日

給
事

中
孔

昭
序

、
常

朝
に

お
け

る
両

省
官

の
不

拝
を

上
言

冊
4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6
勅

下
さ

れ
た

か
は

不
明

天
成

3
年

1
0
月

2
1
日

冬
至

の
受

朝
賀

を
元

日
に

準
じ

る
・

唐
貞

元
7
年

勅
に

準
じ

て
五

月
一

日
に

在
京

九
品

以
上

官
及

び
諸

道
進

奉
使

の
起

居
を

受
け

五
会

5
、

受
朝

賀

天
成

3
年

1
0
月

中
書

舎
人

盧
詹

、
外

国
・

諸
藩

の
朝

見
を

正
殿

で
挙

行
す

る
よ

う
に

上
言

冊
4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6
多

く
便

殿
で

引
対

し
て

い
た

天
成

3
年

1
1
月

1
1
日

節
度

使
と

文
武

高
官

の
新

除
及

び
罷

任
朝

見
は

通
喚

す
る

五
会

6
、

雑
録

天
成

3
年

1
1
月

1
8
日

冊
封

は
正

衙
に

御
す

旧
史

3
9
、

唐
書

1
5
、

明
宗

紀
5

天
成

3
年

1
2
月

常
朝

に
お

い
て

押
班

宰
相

も
拝

す
る

五
会

6
、

常
朝

天
成

4
年

1
月

1
7
日

升
朝

官
は

す
べ

て
中

謝
す

る
五

会
6
、

雑
録

天
成

4
年

4
月

2
9
日

在
京

九
品

以
上

の
官

・
諸

道
進

奉
使

、
貞

元
七

年
勅

に
準

じ
て

五
月

一
日

に
起

居
旧

史
4
0
、

唐
書

1
6
、

明
宗

紀
6
・

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

1
0
月

2
1
日

に
す

で
に

同
様

の
勅

あ
り

天
成

4
年

5
月

4
日

朝
臣

の
乞

假
覲

省
す

る
者

は
辞

朝
の

日
に

茶
薬

を
賜

う
五

会
1
2
、

休
假

天
成

4
年

1
2
月

2
7
日

宰
相

が
致

斎
す

る
時

、
押

班
・

知
印

・
内

殿
起

居
せ

ず
、

大
忌

の
前

一
日

、
不

坐
朝

を
請

う
旧

史
4
0
、

唐
書

1
6
、

明
宗

紀
6

天
成

4
年

1
2
月

比
部

員
外

郎
崔

税
、

五
日

起
居

ご
と

に
左

右
史

の
執

筆
を

奏
請

五
会

1
3
、

起
居

郎
起

居
舎

人
勅

下
さ

れ
た

か
は

不
明

長
興

元
年

2
月

5
日

皇
帝

が
明

堂
に

致
斎

す
る

時
、

通
天

冠
絳

紗
袍

、
五

品
以

上
は

袴
褶

を
つ

け
る

旧
史

4
1
、

唐
書

1
7
、

明
宗

紀
7

長
興

元
年

7
月

2
9
日

得
替

防
禦

団
練

使
・

刺
史

は
皆

立
班

、
欠

員
が

無
い

者
も

常
参

官
に

従
い

毎
日

立
班

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
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表
2
.五

代
朝

儀
の

変
遷

王
朝

年
月

西
暦

出
典

備
考

唐
天

祐
2
年

4
月

3
0
日

常
朝

出
入

を
東

上
閤

門
と

し
、

忌
日

奉
慰

に
は

西
上

閤
門

を
使

旧
唐

書
2
0
下

、
哀

帝
紀

天
祐

2
年

4
月

3
0
日

天
文

の
変

に
よ

り
五

月
一

日
の

朝
会

を
や

め
る

旧
唐

書
2
0
下

、
哀

帝
紀

こ
の

時
期

、
五

月
一

日
の

朝
会

を
実

施
し

て
い

た
か

？
天

祐
2
年

5
月

4
日

洛
陽

の
宮

殿
・

門
名

を
変

え
る

旧
唐

書
2
0
下

、
哀

帝
紀

長
安

と
同

じ
名

前
を

変
更

す
る

天
祐

2
年

1
2
月

1
7
日

毎
月

9
回

、
１

・
5
・

9
の

日
に

延
英

殿
を

開
く

。
入

閤
は

月
1
度

と
す

る
旧

唐
書

2
0
下

、
哀

帝
紀

天
祐

3
年

6
月

2
0
日

毎
月

1
度

、
貞

観
で

入
閤

し
て

い
た

の
を

や
め

、
崇

勲
殿

に
入

閤
す

る
旧

唐
書

2
0
下

、
哀

帝
紀

天
祐

3
年

1
2
月

1
1
日

１
・

5
・

9
の

朝
日

の
廊

下
食

を
元

帥
府

が
用

意
す

る
旧

唐
書

2
0
下

、
哀

帝
紀

後
梁

開
平

元
年

4
月

開
封

の
宮

殿
名

を
変

え
る

冊
1
9
6
、

閏
位

部
、

建
都

開
平

元
年

8
月

大
臣

を
冊

封
す

る
際

に
は

臨
軒

す
る

旧
史

3
、

梁
書

3
、

太
祖

紀
3

開
平

元
年

1
0
月

2
9
日

月
初

入
閤

、
望

日
延

英
と

す
る

旧
史

3
、

梁
書

3
、

太
祖

紀
3

開
平

3
年

6
月

太
保

韓
建

を
優

遇
し

、
1
・

1
5
日

入
閤

称
賀

し
、

余
日

は
入

朝
さ

せ
ず

冊
3
1
9
、

宰
輔

部
、

褒
寵

2
五

会
1
1
は

1
0
月

に
作

る

開
平

3
年

8
月

1
日

常
朝

、
金

鑾
・

崇
勲

殿
に

御
せ

ず
、

便
殿

に
て

聴
政

旧
史

4
、

梁
書

4
、

太
祖

紀
4

乾
化

元
年

2
月

1
5
日

金
吾

大
將

軍
・

待
制

官
に

各
の

奏
事

せ
し

む
旧

史
6
、

梁
書

6
、

太
祖

6

乾
化

元
年

5
月

1
0
日

左
右

銀
台

門
よ

り
朝

参
す

る
に

、
従

者
を

制
限

し
闌

入
さ

せ
ず

旧
史

6
、

梁
書

6
、

太
祖

6
・

五
会

5
、

諸
宮

雑
録

乾
化

元
年

9
月

1
日

入
閤

の
際

に
刑

法
・

待
制

官
が

奏
事

す
る

册
1
9
7
､
　

閏
位

部
、

朝
会

貞
明

年
間

～
3
日

常
朝

す
る

ご
と

に
1
日

放
朝

す
る

五
会

6
、

常
朝

龍
徳

元
年

1
月

6
日

諸
道

入
奏

判
官

は
正

衙
を

退
い

た
後

、
中

書
門

下
で

辞
謝

す
る

冊
1
9
1
、

閏
位

部
、

立
法

制
某

年
某

月
某

日
高

官
が

薨
じ

た
際

に
は

毎
日

の
朝

を
輟

す
五

会
6
、

輟
朝

後
唐

同
光

元
年

1
1
月

7
日

冬
至

に
朝

賀
せ

ず
、

百
官

は
東

上
閤

門
に

詣
り

拝
表

称
慶

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
元

年
1
2
月

常
朝

の
儀

に
お

い
て

百
官

の
み

な
ら

ず
両

省
官

も
拝

す
る

五
会

6
、

常
朝

、
宣

不
坐

の
後

の
拝

同
光

2
年

1
月

4
日

常
朝

官
の

う
ち

一
部

は
内

殿
対

見
→

そ
の

他
は

正
衙

に
赴

く
五

会
6
、

雑
録

同
光

2
年

4
月

両
省

転
対

・
入

閤
待

制
・

刑
曹

法
官

・
文

武
両

班
、

上
封

は
史

館
に

送
る

五
会

1
8
、

諸
司

送
史

館
事

例

同
光

2
年

5
月

2
5
日

千
牛

・
進

馬
は

入
閤

ご
と

に
祗

候
、

3
度

到
ら

な
け

れ
ば

除
名

五
会

1
5
、

兵
部

同
光

3
年

8
月

2
9
日

百
官

、
三

日
一

趨
朝

、
宰

相
は

毎
日

中
書

で
視

事
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

津
橋

が
通

行
不

可
の

た
め

天
成

元
年

5
月

3
日

宰
相

百
官

、
常

朝
の

他
に

五
日

一
度

起
居

、
急

切
公

事
は

延
英

を
開

く
五

会
5
、

朔
望

朝
参

天
成

元
年

5
月

1
9
日

内
殿

に
御

す
る

前
に

宣
不

坐
し

て
放

朝
退

班
す

る
五

会
6
、

常
朝

天
成

元
年

5
月

3
0
日

従
来

の
月

旦
入

閤
・

賜
食

を
、

朔
望

に
す

る
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
元

年
6
月

4
日

皇
帝

の
誕

節
を

休
暇

3
日

に
す

る
旧

史
3
6
、

唐
書

1
2
、

明
宗

紀
2

天
成

元
年

6
月

1
0
日

大
蕃

入
朝

の
際

、
百

官
も

正
門

に
班

し
て

威
儀

を
示

す
旧

史
3
6
、

唐
書

1
2
、

明
宗

紀
2

入
閤

の
後

、
蕃

客
を

引
対

天
成

元
年

7
月

1
8
日

五
日

起
居

ご
と

に
百

官
が

転
対

奏
事

す
る

鑑
2
7
5

天
成

元
年

7
月

2
0
日

両
使

判
官

・
州

県
令

録
の

在
京

除
授

は
内

殿
謝

官
す

る
、

判
司

・
主

簿
は

朝
対

を
許

さ
ず

五
会

1
4
、

吏
部
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表
2
.五

代
朝

儀
の

変
遷

天
福

4
年

1
2
月

正
旦

朝
会

の
制

を
定

め
る

五
会

5

天
福

5
年

1
月

2
6
日

宰
臣

・
使

相
の

朝
見

辞
謝

は
崇

元
門

内
で

百
官

と
共

に
す

る
：

入
閤

に
お

い
て

翰
林

学
士

・
前

任
郡

守
等

は
百

官
班

例
に

よ
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

天
福

5
年

7
月

元
旦

・
冬

至
の

朝
会

の
楽

章
を

詳
定

す
る

五
会

6
天

福
5
年

8
月

6
日

楽
章

二
舞

行
列

を
上

す
る

旧
史

7
9

天
福

7
年

閏
3
月

1
9
日

五
日

一
度

起
居

の
際

に
両

員
に

封
事

さ
せ

る
旧

史
8
0

天
福

7
年

5
月

1
6
日

五
日

起
居

に
お

い
て

転
対

官
を

引
進

し
、

謝
恩

は
略

儀
と

す
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
帝

不
予

の
為

の
略

儀

開
運

元
年

8
月

3
日

正
衙

辞
謝

、
宰

相
・

使
相

に
押

班
さ

せ
る

：
刺

史
・

諸
侯

・
台

省
・

少
監

長
吏

は
部

内
の

卑
冗

官
員

と
同

班
辞

謝
し

な
い

よ
う

に
す

る
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

開
運

元
年

1
1
月

6
日

正
衙

宣
不

坐
の

際
、

押
楼

御
史

・
通

事
舎

人
、

天
成

三
年

以
前

の
例

に
よ

り
拝

礼
さ

せ
ず

、
押

班
宰

相
は

従
来

ど
お

り
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
後

唐
明

宗
の

礼
を

修
正

し
て

大
唐

の
礼

と
折

衷
す

る
開

運
2
年

8
月

常
朝

序
班

に
お

け
る

僕
射

の
出

入
順

序
を

定
め

る
五

会
6
、

文
武

百
官

朝
謁

班
序

大
唐

の
旧

儀
を

参
考

と
す

る
開

運
2
年

8
月

元
旦

・
冬

至
大

朝
会

の
楽

工
不

足
→

か
り

に
停

止
五

会
7
、

雑
録

後
漢

乾
祐

2
年

5
月

近
来

入
閤

の
礼

実
施

せ
ず

→
励

行
す

る
、

不
可

な
ら

ば
起

居
す

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
乾

祐
3
年

8
月

2
6
日

五
日

起
居

の
転

対
を

や
め

る
旧

史
1
0
3
、

漢
書

5
、

隠
帝

紀
下

後
周

広
順

元
年

1
月

1
8
日

累
朝

の
五

日
起

居
の

転
対

が
機

能
し

て
い

な
い

こ
と

を
指

摘
→

封
事

を
閤

門
に

詣
り

進
納

冊
1
0
3
、

帝
王

部
、

招
諫

2

広
順

3
年

3
月

1
4
日

五
日

起
居

に
お

け
る

左
右

巡
使

の
弾

劾
の

儀
注

を
定

め
る

五
会

1
7
、

知
班

広
順

3
年

3
月

節
度

使
・

防
禦

団
練

使
・

刺
史

・
行

軍
副

使
等

の
正

衙
辞

謝
を

励
行

五
会

6
、

雑
録

広
順

3
年

1
0
月

1
2
日

正
衙

辞
謝

に
赴

か
な

い
者

を
検

挙
さ

せ
る

五
会

6
、

雑
録

広
順

3
年

1
1
月

同
制

授
官

者
班

次
を

勅
内

先
後

に
よ

っ
て

定
め

る
五

会
6
、

文
武

百
官

朝
謁

班
序

顕
徳

元
年

3
月

7
日

内
外

臣
僚

で
面

対
を

欲
す

る
者

は
閤

門
司

に
求

め
る

冊
9
6
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
5

顕
徳

元
年

1
0
月

枢
密

院
直

学
士

に
毎

月
の

案
件

を
記

録
し

史
館

に
送

る
冊

5
6
0
、

国
史

部
、

記
注

顕
徳

4
年

1
月

入
閤

の
日

に
廊

下
食

を
賜

う
五

会
6
、

廊
下

餐

顕
徳

4
年

2
月

3
日

入
閤

の
日

に
廊

下
食

を
宜

賜
す

る
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
：

旧
史

1
1
7

上
文

と
重

複
す

る

顕
徳

5
年

閏
7
月

1
日

文
武

百
官

が
諸

々
の

朝
参

に
到

ら
な

か
っ

た
時

及
び

失
儀

の
罰

則
を

規
定

五
会

6
、

雑
録

顕
徳

5
年

閏
7
月

流
内

銓
の

正
衙

謝
・

中
謝

の
時

期
冊

6
3
4
、

銓
選

部
、

條
制

6
五

会
2
1
と

矛
盾

顕
徳

5
年

1
1
月

下
直

翰
林

学
士

→
毎

日
起

居
、

当
直

学
士

→
晩

朝
旧

史
1
4
9
、

志
1
1
、

職
官

顕
徳

5
年

1
2
月

2
3
日

同
上

旧
史

1
1
8
、

周
書

9
、

世
宗

紀
6
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表
2
.五

代
朝

儀
の

変
遷

長
興

元
年

1
1
月

6
日

五
日

転
対

は
煩

雑
な

の
で

、
入

閤
の

み
刑

法
・

待
制

官
の

次
対

を
す

る
冊

4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6
疏

奏
納

れ
ず

？

長
興

元
年

以
後

？
1
月

庚
寅

日
元

旦
・

冬
至

の
貢

物
に

つ
い

て
の

規
定

冊
4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6

長
興

2
年

3
月

2
8
日

入
閤

・
五

日
起

居
の

待
制

・
転

対
は

史
館

に
抄

送
し

て
い

る
→

時
政

記
・

起
居

注
の

実
施

を
奏

請
→

朝
臣

の
起

居
、

入
閤

の
奏

対
公

事
は

史
館

に
宣

付
す

る
、

時
政

記
・

起
居

注
は

別
勅

処
分

五
会

1
8
、

史
館

雑
録

長
興

2
年

８
月

1
8
日

五
日

起
居

の
転

対
を

や
め

る
→

朔
望

入
閤

の
待

制
・

候
対

は
継

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
旧

史
4
2
は

転
対

停
止

に
言

及
せ

ず

長
興

2
年

1
2
月

7
日

前
任

節
度

・
防

禦
・

団
練

使
・

刺
史

の
毎

日
常

朝
を

止
め

、
五

日
起

居
五

会
6
、

雑
録

長
興

3
年

1
月

親
王

の
兼

侍
中

・
中

書
令

は
宰

相
と

分
班

定
位

す
る

五
会

6
、

親
王

與
朝

臣
行

立
位

長
興

3
年

3
月

3
日

入
閤

賜
食

の
際

に
両

省
官

は
他

の
朝

官
と

共
に

敷
政

門
外

廊
下

に
着

座
す

る
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

長
興

4
年

4
月

9
日

御
史

台
・

刑
部

・
大

理
寺

官
、

公
務

に
よ

っ
て

朝
参

を
免

じ
る

五
会

6
、

雑
録

清
泰

元
年

4
月

2
1
日

祭
祀

の
挙

行
に

関
わ

ら
ず

五
月

一
日

の
朝

儀
を

挙
行

す
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
清

泰
元

年
5
月

9
日

私
忌

の
日

、
大

朝
会

・
入

閣
・

宣
召

は
皆

朝
參

す
る

旧
史

4
6
、

唐
書

2
2
、

末
帝

紀
上

旧
制

の
確

認

清
泰

元
年

6
月

2
2
日

常
朝

宣
不

坐
の

後
、

敷
政

門
外

で
宣

賜
酒

食
、

群
臣

謝
恩

の
後

食
す

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

清
泰

元
年

1
0
月

某
日

冬
至

の
朝

賀
せ

ず
閤

門
拝

表
の

儀
注

を
定

め
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

清
泰

元
年

1
1
月

5
日

前
任

節
度

使
・

刺
史

・
行

軍
副

使
、

五
日

起
居

の
他

に
全

班
起

居
の

時
も

班
す

旧
史

4
6
、

唐
書

2
2
、

末
帝

紀
上

清
泰

2
年

3
月

宰
相

判
三

司
事

、
毎

日
内

殿
起

居
す

る
の

で
前

班
押

班
を

免
じ

五
会

1
3
、

中
書

門
下

清
泰

2
年

7
月

4
日

望
日

入
閤

を
や

め
る

→
五

日
起

居
は

旧
に

よ
る

旧
史

4
7
、

唐
書

2
3
、

末
帝

紀
中

清
泰

2
年

7
月

4
日

？
御

史
中

丞
盧

損
、

令
・

録
の

内
殿

辞
謝

を
や

め
、

正
衙

辞
謝

と
す

る
こ

と
を

奏
請

→
許

さ
れ

ず
冊

4
7
6
､
台

省
部

、
奏

議
７

清
泰

2
年

7
月

2
5
日

宰
相

盧
文

紀
ら

、
唐

の
故

事
に

よ
っ

て
開

延
英

の
制

を
請

う
→

詔
し

て
五

日
起

居
・

非
時

奏
対

で
対

応
す

る
旧

史
4
7
、

唐
書

2
3
、

末
帝

紀
中

清
泰

2
年

1
1
月

移
班

廊
下

の
際

の
僕

射
の

位
置

を
定

め
る

五
会

6
、

文
武

百
官

朝
謁

班
序

清
泰

2
年

1
2
月

1
7
日

南
郊

の
大

祠
に

関
わ

ら
ず

元
旦

朝
賀

を
挙

行
す

る
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
清

泰
2
年

中
興

殿
に

排
班

し
た

時
点

で
宣

不
坐

す
る

冊
4
7
6
､
台

省
部

、
奏

議
７

清
泰

2
年

宰
相

・
節

度
使

の
奏

対
を

端
明

殿
学

士
が

史
館

に
送

る
冊

5
6
0
、

国
史

部
、

記
注

清
泰

3
年

3
月

1
1
日

文
武

官
の

朝
見

・
中

謝
の

範
囲

を
定

め
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
後

晋
天

福
元

年
閏

1
1
月

内
庭

公
事

は
枢

密
院

学
士

も
し

く
は

端
明

殿
学

士
が

史
館

に
送

冊
5
6
0
、

国
史

部
、

記
注

天
福

元
年

1
2
月

9
日

文
物

制
度

・
起

居
・

入
閤

は
唐

明
宗

朝
の

例
に

よ
る

旧
史

7
6
、

晋
書

2
、

高
祖

紀
2

天
福

2
年

3
月

6
日

入
閤

の
礼

お
わ

り
、

中
使

が
正

衙
門

に
て

、
賜

食
を

口
宣

す
る

の
を

や
め

る
旧

史
7
6
、

晋
書

2
、

高
祖

紀
2

天
福

2
年

4
月

2
4
日

行
朝

に
お

け
る

五
日

起
居

の
百

官
入

朝
の

順
序

を
定

め
る

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
開

封
？

天
福

2
年

4
月

2
8
日

行
朝

に
お

け
る

入
閤

日
の

賜
食

の
場

を
正

衙
門

内
両

廊
下

に
す

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
2
年

1
1
月

1
日

常
朝

・
朔

望
朝

参
の

職
位

を
定

め
る

旧
史

7
6
、

晋
書

2
、

高
祖

紀
2

天
福

2
年

1
1
月

唐
制

に
倣

い
供

奉
官

・
常

参
官

・
朔

望
朝

参
を

定
め

る
五

会
5

天
福

4
年

1
1
月

宰
相

に
勅

し
て

時
政

記
を

執
筆

さ
せ

る
冊

5
6
0
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表
3
.五

代
朝

儀
と
殿

宇
（
挙

行
場

所
）

天
成

2
年

1
月

1
日

明
堂

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

3
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

4
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

5
月

1
8
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
望

日
入

閤
？

天
成

2
年

6
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

6
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

7
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

7
月

1
9
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
望

日
入

閤
？

天
成

2
年

7
月

2
5
日

中
興

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
五

日
一

度
の

内
殿

起
居

？
天

成
2
年

8
月

2
日

中
興

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
中

興
殿

で
朔

日
入

閤
？

天
成

2
年

8
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

9
月

2
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

9
月

1
2
日

中
興

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

9
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

9
月

2
8
日

中
興

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
0
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
0
月

1
2
日

玄
徳

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
0
月

1
6
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
1
月

1
5
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
1
月

2
1
日

閤
門

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
百

官
拝

表
称

賀
天

成
2
年

1
2
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
2
月

1
1
日

玄
徳

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
2
年

1
2
月

1
4
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

1
月

1
7
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

2
月

2
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

2
月

2
1
日

玄
徳

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

2
月

某
日

玄
徳

殿
冊

3
3
1
、

宰
輔

部
、

退
譲

2
正

確
な

日
付

不
明

天
成

3
年

3
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

4
月

2
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

5
月

1
5
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

6
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

6
月

1
5
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

7
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

8
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

閏
8
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

9
月

2
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

1
0
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

1
0
月

6
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
入

閤
か

起
居

か
不

明
天

成
3
年

1
1
月

2
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
3
年

1
2
月

5
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
入

閤
か

起
居

か
不

明
天

成
4
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

2
月

2
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

3
月

某
日

文
明

殿
五

会
6
、

雑
録

天
成

4
年

5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

4
月

2
9
日

に
5
/
1
朝

会
規

定
天

成
4
年

5
月

5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
入

閤
か

起
居

か
不

明
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表
3
.五

代
朝

儀
と
殿

宇
（
挙

行
場

所
）

王
朝

年
月

日
西

暦
即

位
南

郊
大

赦
・

徳
音称

賀
・

上
寿

元
日

朝
賀

冬
至

朝
賀

入
閤

五
月

一
日

起
居

受
朝

出
典

備
考

唐
天

祐
3
年

6
月

2
0
日

貞
観

殿
貞

観
殿

崇
勲

殿
旧

唐
書

2
0
下

、
哀

帝
紀

勅
に

よ
る

規
定

後
梁

天
祐

4
年

4
月

1
8
日

金
祥

殿
五

会
1
、

帝
号

開
平

2
年

正
月

１
日

金
祥

殿
冊

1
9
7
、

閏
位

部
、

朝
会

開
平

2
年

9
月

1
4
日

文
思

殿
旧

史
4
、

梁
書

4
、

太
祖

紀
4

開
平

2
年

1
0
月

1
3
日

文
明

殿
旧

史
4
、

梁
書

4
、

太
祖

紀
4

開
平

3
年

1
月

1
日

金
祥

殿
冊

1
9
7
、

閏
位

部
、

朝
会

宰
相

・
翰

林
学

士
の

み
〃

東
上

閤
門

〃
文

武
百

官
拝

表
開

平
3
年

1
月

1
2
日

文
明

殿
旧

史
4
、

梁
書

4
、

太
祖

紀
4

開
平

3
年

1
月

2
4
日

五
鳳

楼
旧

史
4
、

梁
書

4
、

太
祖

紀
4

開
平

3
年

8
月

1
日

金
鑾

殿
冊

1
9
7
、

閏
位

部
、

朝
会

勅
に

よ
り

常
朝

御
せ

ず
〃

崇
勲

殿
〃

勅
に

よ
り

常
朝

御
せ

ず
〃

便
殿

〃
勅

に
よ

り
便

殿
聴

政
開

平
3
年

9
月

1
1
日

文
明

殿
旧

史
5
、

梁
書

5
、

太
祖

紀
5

開
平

3
年

1
1
月

2
日

文
明

殿
文

明
殿

冊
1
9
3
、

閏
位

部
、

崇
祠

宰
相

以
下

の
起

居
を

受
け

る
開

平
4
年

1
月

1
日

朝
元

殿
冊

1
9
7
、

閏
位

部
、

朝
会

開
平

4
年

1
1
月

1
3
日

朝
元

殿
冊

1
9
7
、

閏
位

部
、

朝
会

開
平

5
年

2
月

1
日

文
明

殿
冊

1
9
7
、

閏
位

部
、

朝
会

乾
化

元
年

5
月

1
日

朝
元

殿
冊

1
8
8
、

閏
位

部
、

年
号

乾
化

元
年

9
月

1
日

文
明

殿
冊

1
9
7
､
　

閏
位

部
、

朝
会

乾
化

2
年

5
月

1
日

内
殿

(
行

宮
）

旧
史

7
、

梁
書

7
、

太
祖

紀
7

後
唐

同
光

元
年

1
0
月

1
9
日

崇
元

殿
冊

9
2
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
1

同
光

元
年

1
1
月

7
日

東
上

閤
門

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
受

朝
せ

ず
、

百
官

拝
表

同
光

2
年

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
2
年

2
月

1
日

五
鳳

楼
冊

9
2
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
1

同
光

2
年

7
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
2
年

1
1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
3
年

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
3
年

1
月

1
8
日

武
徳

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
3
年

3
月

1
日

武
徳

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
3
年

6
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
同

光
3
年

閏
1
2
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
元

年
4
月

2
0
日

西
宮

鑑
2
7
5

天
成

元
年

4
月

2
5
日

中
興

殿
旧

史
3
6
、

唐
書

1
2
、

明
宗

紀
2

明
宗

朝
最

初
の

聴
政

天
成

元
年

4
月

2
8
日

文
明

殿
冊

9
2
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
1

天
成

元
年

5
月

2
日

中
興

殿
鑑

2
7
5

五
日

一
度

の
内

殿
起

居
を

規
定

天
成

元
年

5
月

3
0
日

文
明

殿
？

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朔

望
入

閤
を

規
定

天
成

元
年

7
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
元

年
7
月

某
日

文
明

殿
中

興
殿

冊
5
1
7
、

憲
官

部
、

振
挙

2
入

閤
の

転
対

を
規

定
天

成
元

年
7
月

1
8
日

中
興

殿
鑑

2
7
5

内
殿

起
居

の
転

対
を

規
定

天
成

元
年

8
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
新

制
に

よ
り

望
日

の
入

閤
を

実
施

天
成

元
年

9
月

2
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
新

制
に

よ
り

朔
日

の
入

閤
を

実
施

天
成

元
年

1
0
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
元

年
1
0
月

4
日

文
明

殿
旧

史
3
7
、

唐
書

1
3
、

明
宗

紀
3

蕃
客

に
対

し
、

百
僚

称
賀

天
成

元
年

1
0
月

1
6
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
望

日
入

閤
か

？
蕃

客
に

対
す

天
成

元
年

1
0
月

2
2
日

中
興

殿
冊

4
7
5
、

台
省

部
、

奏
議

6
内

殿
起

居
か

？
天

成
元

年
1
1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
元

年
1
1
月

1
0
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
元

年
1
2
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
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表
3
.五

代
朝

儀
と
殿

宇
（
挙

行
場

所
）

長
興

4
年

2
月

1
2
日

中
興

殿
冊

1
7
8
、

帝
王

部
、

姑
息

3
長

興
4
年

5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

5
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

6
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

6
月

2
1
日

広
寿

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

7
月

6
日

広
寿

殿
鑑

2
7
8

病
を

お
し

て
閲

見
長

興
4
年

7
月

7
日

広
寿

殿
冊

1
5
8
、

帝
王

部
、

誡
励

3
長

興
4
年

8
月

4
日

明
堂

殿
旧

史
4
4
、

唐
書

2
0
、

明
宗

紀
1
0

長
興

4
年

9
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

1
0
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
雨

に
て

視
朝

せ
ず

長
興

4
年

1
1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

1
1
月

2
1
日

雍
和

殿
旧

史
4
4
、

唐
書

2
0
、

明
宗

紀
1
0

長
興

4
年

1
2
月

1
日

西
宮

旧
史

4
5
、

唐
書

2
1
、

閔
帝

紀
長

興
4
年

1
2
月

8
日

広
寿

門
の

東
廡

旧
史

4
5
、

唐
書

2
1
、

閔
帝

紀
閔

帝
の

最
初

の
朝

見
長

興
4
年

1
2
月

2
9
日

中
興

殿
鑑

2
7
8

最
初

の
中

興
殿

聴
政

応
順

元
年

1
月

1
日

広
寿

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
百

官
、

閤
門

に
て

奉
慰

応
順

元
年

1
月

7
日

明
堂

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
応

順
元

年
閏

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
応

順
元

年
4
月

6
日

西
宮

旧
史

4
6
、

唐
書

2
2
、

末
帝

上
応

順
元

年
4
月

1
6
日

明
堂

殿
旧

史
4
6
、

唐
書

2
2
、

末
帝

上
清

泰
元

年
5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
清

泰
2
年

3
月

1
6
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
清

泰
3
年

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

後
晋

天
福

元
年

1
1
月

1
4
日

(
崇

元
殿

)
冊

9
3
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
2

晋
高

祖
、

晋
陽

崇
元

殿
に

て
即

位
、

大
赦

天
福

元
年

閏
1
1
月

2
9
日

文
明

殿
冊

9
3
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
2

天
福

2
年

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
2
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
3
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
3
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
3
年

1
0
月

5
日

崇
元

殿
冊

1
7
、

帝
王

部
、

尊
号

2
契

丹
よ

り
徽

号
を

受
け

る
天

福
3
年

1
1
月

2
3
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
4
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
4
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
4
年

7
月

3
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朔

日
日

蝕
の

為
3
日

に
入

閤
天

福
4
年

閏
7
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
雨

天
で

入
閤

せ
ず

天
福

4
年

1
2
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
大

雪
で

入
閤

せ
ず

天
福

5
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
5
年

1
1
月

1
5
日

崇
元

殿
旧

史
7
9
、

晋
書

5
、

高
祖

紀
5

天
福

6
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
6
年

7
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

福
7
年

1
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
戦

役
の

為
受

朝
せ

ず
天

福
7
年

2
月

2
8
日

武
徳

殿
冊

2
、

帝
王

部
、

誕
聖

天
福

7
年

6
月

1
6
日

崇
徳

殿
門

偏
廊

旧
史

8
1
、

晋
書

7
、

少
帝

1
出

帝
最

初
の

聴
政

天
福

7
年

7
月

1
8
日

崇
徳

殿
？

旧
史

8
1
、

晋
書

7
、

少
帝

1
史

書
に

は
正

殿
と

表
記

開
運

元
年

7
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
旧

史
1
4
1
、

明
徳

門
に

て
宣

赦
開

運
2
年

1
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
不

予
に

て
朝

賀
せ

ず
開

運
2
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

9
4
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
3

開
運

2
年

6
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
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表
3
.五

代
朝

儀
と
殿

宇
（
挙

行
場

所
）

天
成

4
年

6
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

6
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

7
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

8
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
こ

の
月

1
5
日

霖
雨

で
入

閤
や

め
る

天
成

4
年

9
月

2
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朔

日
の

代
わ

り
？

天
成

4
年

9
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

1
0
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

1
1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

1
1
月

1
4
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
天

成
4
年

1
2
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
1
月

1
日

明
堂

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
2
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
2
月

2
1
日

五
鳯

楼
冊

9
3
、

帝
王

部
、

赦
宥

1
2

長
興

元
年

4
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
7
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
8
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
8
月

1
1
日

中
興

殿
冊

3
3
7
、

宰
輔

部
、

徇
私

宰
相

の
奏

対
…

五
日

起
居

か
？

長
興

元
年

1
0
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
元

年
1
1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

4
月

2
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

4
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

閏
5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

閏
5
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

6
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

7
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

8
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

8
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

9
月

1
5
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

1
0
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
2
年

1
1
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
日

蝕
に

て
入

閤
せ

ず
長

興
2
年

1
1
月

6
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

1
月

1
日

明
堂

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

1
月

1
8
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
入

閤
？

長
興

3
年

2
月

2
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

2
月

1
6
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

3
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
雨

に
て

中
止

長
興

3
年

4
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

5
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

8
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

9
月

1
0
日

端
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

1
0
月

1
日

？
端

明
殿

冊
1
7
8
、

帝
王

部
、

姑
息

3
長

興
3
年

1
1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

1
1
月

1
6
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
3
年

1
2
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

1
月

1
日

文
明

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
長

興
4
年

1
月

1
8
日

中
興

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
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表
3
.五

代
朝

儀
と
殿

宇
（
挙

行
場

所
）

顕
徳

4
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
4
年

1
月

1
日

広
政

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
4
年

1
月

1
9
日

広
政

殿
冊

4
3
5
、

将
帥

部
、

献
捷

2
顕

徳
4
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
4
年

8
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
5
年

1
月

1
日

帳
殿

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
親

征
し

て
楚

州
西

北
に

あ
り

顕
徳

5
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

顕
徳

5
年

9
月

2
4
日

？
広

徳
殿

？
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
壬

子
4
に

作
る

。
冊

2
3
2
広

寿
殿

に
作

る
顕

徳
5
年

1
1
月

5
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
5
年

1
1
月

5
日

永
徳

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
6
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2

備
考

：
明

ら
か

に
百

官
が

参
加

し
た

と
思

わ
れ

る
朝

儀
の

み
採

録
し

、
皇

帝
と

宰
相

の
内

殿
聴

政
等

は
紙

幅
の

関
係

で
今

回
は

掲
載

し
な

か
っ

た
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表
3
.五

代
朝

儀
と
殿

宇
（
挙

行
場

所
）

開
運

2
年

1
1
月

1
0
日

崇
元

殿
旧

史
8
4
、

晋
書

1
0
、

少
帝

紀
4

開
運

3
年

1
月

1
日

崇
元

殿
旧

史
8
4
、

晋
書

1
0
、

少
帝

紀
4

開
運

3
年

1
1
月

2
1
日

崇
元

殿
旧

史
8
5
、

晋
書

1
1
、

少
帝

紀
5

契
丹

天
福

1
2
年

1
月

8
日

広
政

殿
新

史
7
2
、

四
夷

附
録

1
天

福
1
2
年

1
月

9
日

広
政

殿
？

新
史

7
2
、

四
夷

附
録

1
契

丹
、

晋
儀

の
如

し
天

福
1
2
年

2
月

1
日

崇
元

殿
旧

史
9
9
、

漢
書

1
、

高
祖

紀
上

天
福

1
2
年

3
月

1
日

崇
元

殿
鑑

2
8
6

李 従
天

福
1
2
年

5
月

1
7
日

？
崇

元
殿

旧
史

5
1
、

唐
明

宗
家

人
伝

3
、

淑
妃

王
氏

後
漢

天
福

1
2
年

6
月

1
1
日

？
崇

元
殿

五
会

1
、

帝
号

乾
祐

元
年

1
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朝

賀
せ

ず
乾

祐
元

年
2
月

1
日

万
歳

殿
旧

史
1
0
1
、

漢
書

3
、

隠
帝

紀
上

乾
祐

元
年

2
月

7
日

万
歳

殿
之

東
廡

旧
史

1
0
1
、

漢
書

3
、

隠
帝

紀
上

乾
祐

元
年

3
月

5
日

広
政

殿
旧

史
1
0
1
、

漢
書

3
、

隠
帝

紀
上

乾
祐

3
年

3
月

9
日

広
政

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

乾
祐

3
年

5
月

1
日

崇
元

殿
旧

史
1
0
3
、

漢
書

5
、

隠
帝

紀
下

乾
祐

3
年

1
1
月

6
日

崇
元

殿
旧

史
1
0
3
、

漢
書

5
、

隠
帝

紀
下

後
周

広
順

元
年

1
月

5
日

崇
元

殿
五

会
1
、

帝
号

広
順

元
年

3
月

1
3
日

広
政

殿
冊

4
3
5
、

将
帥

部
、

献
捷

2
広

順
元

年
4
月

1
日

広
政

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朔

日
に

起
居

広
順

元
年

7
月

2
8
日

広
政

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

広
順

元
年

1
2
月

2
3
日

内
殿

冊
4
3
5
、

将
帥

部
、

献
捷

2
広

順
2
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
2
年

7
月

2
8
日

広
政

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

広
順

2
年

1
1
月

1
日

崇
元

殿
？

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
2
年

1
1
月

2
7
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
2
年

1
1
月

2
7
日

永
福

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
3
年

1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
3
年

1
月

1
日

永
福

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
3
年

4
月

某
日

乾
元

殿
？

旧
史

1
2
3
、

周
書

1
4
、

安
審

信
崇

元
殿

の
誤

り
？

広
順

3
年

5
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
広

順
3
年

7
月

2
8
日

永
福

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

広
順

3
年

1
1
月

9
日

閤
門

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朝

賀
せ

ず
閤

門
拝

表
顕

徳
元

年
1
月

1
日

明
徳

楼
旧

史
1
1
3
、

周
書

4
、

太
祖

紀
4

不
予

の
為

略
儀

を
行

う
顕

徳
元

年
1
月

1
日

崇
元

殿
旧

史
1
1
3
、

周
書

4
、

太
祖

紀
4

顕
徳

元
年

1
月

2
7
日

萬
歳

殿
門

東
廡

旧
史

1
1
4
、

周
書

5
、

世
宗

紀
1

世
宗

最
初

の
閲

見
顕

徳
元

年
8
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
元

年
9
月

2
4
日

広
政

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

顕
徳

元
年

1
1
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
元

年
1
1
月

2
0
日

閤
門

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朝

賀
せ

ず
閤

門
拝

表
顕

徳
2
年

1
月

1
日

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朝

賀
せ

ず
拝

表
称

賀
顕

徳
2
年

4
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
2
年

8
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
2
年

9
月

2
4
日

広
政

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

顕
徳

3
年

1
月

1
日

閤
門

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朝

賀
せ

ず
閤

門
拝

表
顕

徳
3
年

6
月

1
日

崇
元

殿
冊

1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
顕

徳
3
年

9
月

2
4
日

広
政

殿
冊

2
、

誕
聖

誕
節

上
寿

顕
徳

3
年

1
1
月

1
2
日

閤
門

冊
1
0
8
、

帝
王

部
、

朝
会

2
朝

賀
せ

ず
閤

門
拝

表


